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公共建築木造工事特記仕様書（その1） 令和7年版

Ⅱ　工事仕様

2．電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　令和７年版」（以下「木造標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下「標

　 準仕様書」という。）による。

1．図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築木造工事標準仕様書

　なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

3．本特記仕様書の適用は次による。

　 (2)  特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　 　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　 ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　 (3)　特記事項に記載の <   ．  ． > 内の表示番号は、木造標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　 (5)　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律(平成12年法律第100号)」に基づく「環境物品等の調達の

　 　　推進に関する基本方針（令和7年1月 28日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準(特定調達品目「公

　　　 共工事」においては表１中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

特 記 仕 様 書

【例】

（4）（工作物）

新築1棟

新築1棟

新設一式

（2）（建物名2 ）構造，規模，面積など

（3）（付属棟）構造，規模，面積など

（1）（建物名1 ）構造，規模，面積など　

〇,〇〇〇.〇〇㎡

〇〇県〇〇〇市〇〇〇町〇〇丁目〇番地〇号

新築1棟

新植一式

2．敷地面積

3．工事種目

1．工事場所

Ⅰ　工事概要

（5）（樹木）

4．工事範囲

章 特　　記　　事　　項項　　目

1

各
章
共
通
事
項

<1.1.4>

<1.1.5>

<1.1.13>

<1.1.14>

<1.2.1>

<1.2.4>

<1.3.3>

<1.3.5>

<１.3.11>

品質等 <1.4.2>・材料の品質等

　　性能を有するものとする。

　(1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

　　を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　(2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品

土
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　　提出部数（　　　）部

　　提出仕様（・紙ベース　　・電子データ　　・　　　　　　　）

・完成図 種類、記入内容等　 <1.7.2>

　※木造標準仕様書表1.7.１ による　　・

　　提出部数（　　　）部

　　提出仕様（・紙ベース　　・電子データ　　・　　　　　　　）

・保全に関する資料 作成等

・設計ＧＬ ・図示による　　・

仮
設
工
事

・監督職員事務所 監督職員事務所等　

　建物

　　・設置する　　・設置しない　　

・工事用水

　　　　規模、仕上げの程度

　　　　　・現場説明書による　　 ・

　　　　設備

　　　　　※監督職員と協議する　 ・現場説明書による　・

　　　　備品等の種類及び数量

　　　　　・現場説明書による　　 ・

・工事用電力

　・利用できない　　・利用できる（・有償　　・無償）

　・利用できない　　・利用できる（・有償　　・無償）

・完成写真

　撮影箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　撮影仕様（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　提出仕様（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

工事完成時に以下の完成写真を撮影し、監督職員に提出する　

<2.3.1>

　・

　・図示による　　・

杭の寸法、継手の箇所数等

杭先端部形状 

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・

杭の性能及び曲げ強度等による区分等

　・図示による　　・

材料　

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　　　SC杭の鋼管材料

杭の種類

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

　 (4)　特記事項に記載の (   ．  ． ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・一般事項

共通事項

　・する　

登録

　・適用する

　　　機能要件（・現場説明書による　　・　　　　　　　）

情報共有システムの適用及び機能要件

法令等の適用区分

　　・風圧力

　　　　風速（Vo=　　 m/s）

　　　　地表面粗度区分（・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　）

　　・積雪荷重

　　　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域

　　　　別表（　　　）

　・適用する　

　　　実施内容（・現場説明書による 　・　　　　　　　　）

　・現場説明書による　　・

遠隔臨場の適用及び実施内容

概成工期 

報告に用いる書式等

　・木造標準仕様書1.2.4(4)により整備する工事写真については次による

　　『営繕工事写真撮影要領による　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編

　　　令和5年版』　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　・する

　・現場説明書による　　・

　発注者に引き渡しを要するもの

　　・現場説明書による　　・

　特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

　工事現場において再利用及び再資源化を図るもの

　　・現場説明書による　　・

　　・現場説明書による　　・

配置

木造標準仕様書1.3.5(1)以外の施工条件

処理等

適用

　木造標準仕様書(5章から9章まで)の適用は下記による

　　・5章　軸組構法（壁構造系）工事

　　・6章　軸組構法（軸構造系）工事

　　・7章　枠組壁工法工事

　　・8章　丸太組構法工事

　　・9章　CLTパネル工法工事

　適用基準等

　　　・建築物解体工事共通仕様書　令和4年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　　・営繕工事写真撮影要領　令和5年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　　・建築工事標準詳細図　令和4年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

　　　・

　　図面、本特記仕様書、木造標準仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による

・書面の書式及び取扱い

・関係法令等の遵守

・遠隔臨場の実施

・実施工程表

・工事の記録等

・電気保安技術者

・施工条件

・発生材の処理等

・工事実績情報システム

　(コリンズ)への登録

　建築基準法に基づく風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる

　・有り　　　（・現場説明書による 　・　　　　　　　　）

　　法とする。

　(3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工

　(4) 本工事に使用する材料のうち、(5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項

　　を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関[（一社）公共建築協会が発行する「建

　　①  品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　②  生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　③  安定的な供給が可能であること。

　　④  法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　⑤  製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　⑥  販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　されている材料

　　・（一社）公共建築協会の「建築材料・設備機材等品質評価事業」において評価書が発行

　　　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、押出成

　　　　形セメント板、成形伸縮目地材、乾式保護材、セラミックタイル、既調合モルタル、

　　　　既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、防水剤、アルミニウム製建具(コンクリー

　　る。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　　築材料・設備機材等品質評価事業」]の評価書の写し等）を監督職員に提出して承諾を受け

　　　　ト系下地及び鉄骨下地)、樹脂製建具(コンクリート系下地及び鉄骨下地)、鋼製建具、

　　　　鋼製軽量建具、ステンレス製建具、錠前類、クローザ類、自動ドア機構、自閉式上吊り

　　　　引戸機構、重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、ガラス、現場発泡

　　　　断熱材、フリーアクセスフロア、可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形

　　　　ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチング、トップライト、ポリマーセメン

　　　　トモルタル、鋳鉄製ふた

　　　・

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水

　工事作業

・改質アスファルトシート常温粘着工法防

　水工事作業

・FRP 防水工事作業

防水工事 防水施工

タイル工事 タイル張り ・タイル張り作業

石材施工 ・石張り作業石工事

建築板金 ・内外装板金作業屋根及びとい工事

建築板金 ・内外装板金作業

内装仕上げ施工 ・鋼製下地工事作業
金属工事

木工事 建築大工 ・大工工事作業

サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ・ガラス工事作業

自動ドア施工 ・自動ドア施工作業

建具工事

ガラス施工 ・ガラス工事作業

左官左官工事 ・左官作業

・金属製カーテンウォール工事作業

サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

カーテンウォール施工

カーテンウォール工事

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業

表装

・木質系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業

・壁装作業

塗装工事 塗装 ・建築塗装作業

内装工事 内装仕上げ施工

排水工事 配管 ・建築配管作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

植栽工事 造園 ・造園工事作業

舗装工事 路面標示施工

　　　・

適用工事種類 職　種 技能検定の作業の種別

・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業

コンクリート

工事

型枠施工

コンクリート

圧送施工

鉄骨工事 鉄工 ・構造物鉄工作業

エーエルシーパネル施工 ・エーエルシーパネル工事作業

・コンクリートブロック工事作業ブロック建築コンクリートブロック・
ALCパネル及び押出成形
セメント板工事

・アスファルト防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・鉄筋組立て作業

仮設工事

鉄筋施工鉄筋工事

・とび作業とび

　適用する技能検定の職種及び作業の種別は下表による

適用 <1.5.2>・技能士

・総合試運転調整 関連工事等との総合試運転調整 <1.5.7>

　・行う　　（適用箇所：・現場説明書による　　・　　　　　　）

・化学物質の濃度測定 濃度測定の実施　 <1.5.10>

　・適用する

　　　測定時期　　・現場説明書による　　・

　　　測定対象化学物質

　　　　　　・ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　　　　　　・

　　測定方法

　　　　　　・パッシブ型採取機器による　　・

　　測定対象室及び測定箇所

　　　　　　・現場説明書による　

・施工の検査等 見本施工の実施 <1.5.5>

　・する　　（適用箇所：・現場説明書による　　・　　　　　　）

　・しない 

・完成時の提出図書 提出図書　 <1.7.1～1.7.3><表1.7.1>

・技術検査 中間技術検査の実施 <1.6.2>

　・実施回数（　　　）回　　

　・実施する段階（　　　　　　　　　　）

構内既存の施設

構内既存の施設

・根切り等

土工事

(4.3.3)

 (4.3.3)

・砂利地業 材料　　 (4.6.2)

・セメントミルク工法

　　掘削深さ

　　　・図示による　　・

　　　・図示による　　・

　　杭の支持層への根入れ長さ

　　杭の水平方向の位置ずれ精度

　　　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・　　

　　根固め液及び杭周固定液の管理試験

・特定埋込杭工法 

 (4.3.1)(4.3.4)

  (4.3.1)(4.3.5)

　　・プレボーリング拡大根固め工法

　　・中掘り拡大根固め工法

　　・

　　　　　る工法

　　　　・平成13年国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα、β、γが

　　　　　以下の値を採用できる工法

　　　　　　α=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

　・機械式継手

継手　  (4.3.3)(4.3.6)(7.2.5)

杭の継手の工法

　・溶接継手

　　　溶接材料

 (4.3.8)杭頭の処理  

・処理する　　・処理しない

　　処理方法（切断に伴う補強方法含む）

　　　・図示による　　・

工法 

特定埋込杭工法

　・中掘り拡大根固め工法　　・

　　　　工法

　　　・平成13年国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα、β、γが以

　　　　下の値を採用できる工法

 (4.3.5)(4.4.4)

継手　   (4.4.3)(4.4.5)(7.2.5)

杭の継手の工法

　・溶接継手

　　　溶接材料

　・機械式継手

杭頭の処理等 　  (4.3.8)(4.4.6)

・処理する　　・処理しない

　　処理方法（切断をともなう補強方法含む）

　　　・図示による　　・

・鋼杭地業 材料　　

鋼杭の材料　　・図示による　　・

工法　

・再生クラッシャラン Ｇ　　・切込砂利　　・切込砕石

※50mm　　・

コンクリートの種類 (4.6.4)(6.14.1)

※普通コンクリート　　・

・標準仕様書 表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合

　　・図示による　　・

・図示による　　・

  (4.6.4)範囲　

・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

設計基準強度  (4.6.4)(6.14.1)

※18N/mm2 　　・

スランプ    (4.6.4)(6.14.1)

・捨コンクリート地業 捨コンクリートの厚さ   (4.6.4)

※15cm又は18cm　　・

砂利地業の厚さ    　 (4.6.3)

※60mm　　・ 

範囲　

・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下、土間コンクリート下

・図示による　　　　　・

範囲　　

・図示による　　・

・砂地業 材料　　

・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

  (4.6.2)

  (4.6.3)砂地業の厚さ 　

※60mm　　・

・既成コンクリート杭

　地業

<1.1.1>

　　　　　　　　　土質（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　受渡場所（　　　　　　　　　　）

　　　・D種　施工箇所（　　　　　　　　　　）

建設発生土の処理

　・構外搬出（搬出先：　　　　　　　　　　　）

　※標準仕様書 表3.2.1 による　　・

　　・A種　施工箇所（　　　　　　　　　　）

　　　・B種　施工箇所（　　　　　　　　　　）

　　　・C種　施工箇所（　　　　　　　　　　）

（3.2.5）

材料及び工法 

埋戻し及び盛土　 （3.2.3）（表3.2.1）

　・構内指定場所に堆積　　・構内指定場所に敷均し　　・

地業工事

・試験及び報告書

杭基礎 

支持層の位置及び土質（杭先端の位置含む）

試験杭の位置、本数及び寸法  

　・図示による　　・　

　・図示による　　・　

　　　　　　・

　　載荷試験の試験杭の位置、本数及び載荷荷重

　　　・図示による　　・

　　報告書の記載事項

　　　・

 (4.2.3)

・適用する　　・適用しない   

　　　　　　・

　　　・水平載荷試験

　　載荷試験の方法

　　　・鉛直載荷試験

・適用する　　・適用しない   

　　載荷試験の方法

　　　平板載荷試験

　　　　　　・地盤工学会基準JGS 1521による　 　　・ 

　　　載荷試験の位置、載荷荷重

　　　　　・図示による　 　・

　　　報告書の記載事項　

　　　　　・

直接基礎

支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む） 

　・図示による　　・　

試験掘り（根切り底の状態の確認等）

　　・行う　　・行わない

　　　　位置等　　・図示による　　・

 (4.2.1)

 (4.2.4)

杭の載荷試験 

地盤の載荷試験 

(4.4.3)

2

3

　(1)　項目は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　　・ SKK400　　・ SKK490　　・

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

　(5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　 ※木造標準仕様書1.7.2及び1.7.3 による　　・ 

　　　※標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による　　・

　　　　・平成13年国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用でき

　　　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・

　　　・平成13年国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる

　　　　　α=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

　　　　・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　　・

 (4.2.2)(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)(4.5.6)

　　　　　　・地盤工学会基準JGS (    )による

　　　　　　・地盤工学会基準JGS 1831による
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防湿層

・適用する　

  (4.6.5)

材料 

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上

  (4.6.2)

・

範囲   

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

・図示による　　・

  (4.6.5)

・床下防湿層

・地盤改良

　　※機械撹拌方式　　・

深層混合処理工法 

材料　  (4.7.2)

　固化材の種類　　・セメント固化材　　・

工法　  (4.7.3)

　方式

材料　

　固化材の種類　　・セメント固化材　　・

工法　

浅層混合処理工法 

  (4.8.2)

 (4.8.3)

　方式

　改良体の設計基準強度（Fc）、改良体長さ、改良率、改良体幅

　　・図示による　　・

　　・図示による　　・

　固化材の配合量及び水固化材比を決定するための対象とする地層

　　・図示による　　・

　室内配合試験における一軸圧縮試験の供試体数

　特殊な地盤等での試験施工

　改良工事完了後の試験

　　一軸圧縮試験の検査対象、コア採取方法、供試体数、検査方法

　　・図示による　　・

　　　・図示による　　・

　　六価クロム溶出試験

　　　・適用する　　・適用しない 

　　・図示による　　・

　　・図示による　　・

　　・図示による　　・

　改良体の設計基準強度（Fc）、改良対象土、改良範囲、改良厚さ

　固化材の配合量を決定するための対象とする地層

　室内配合試験における一軸圧縮試験の供試体数

　改良工事完了後の試験

　　一軸圧縮試験の検査対象、コア採取方法、供試体数、検査方法

　　　・図示による　　・

　　六価クロム溶出試験

　　　・適用する　　・適用しない 

　　　・

　　※原位置混合方式 　　・

3

土
・
地
業
・
基
礎
工
事

施工完了後の継手部の試験  

　試験項目及び合否判定

　　・図示による　　・

外観試験 

　（5.5.5）

・機械式継手 工法 　（5.5.3）

適用箇所  

　・図示による　　・

　・A 級　　・

機械式継手の種類  

　・図示による　　・

鉄筋相互のあき

　・評定等の内容による　　・図示による

　※標準仕様書 表5.3.6 による

　　　柱及び梁の主筋にD29 以上の使用の有無

　　　　　　主筋のかぶり厚さを径の1.5 倍以上確保する

　　　耐久性上不利な個所の有無（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　　・有り　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　　）mm

　　　　　　・

　・図示による

鉄筋のかぶり厚さ及び間隔（溶接金網を含む）　 （5.3.5）

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

各部配筋 （5.3.7）

・図示による　　・

・ガス圧接 圧接完了後の圧接部の試験

抜取試験   

　※超音波探傷試験　　標準仕様書5.4.10(ｲ)(a)による

　・引張試験

　　　試験方法等　　・図示による　　・

(5.4.10）

（5.4.11）

　構造方法 <4.1.3>

　　軸組構法の面材耐力壁の種類、材料、工法等

　　　・上記以外の面材耐力壁

　　　　　・種類（　　　　　　　　　　）

　　　　　・材料（　　　　　　　　　　）

　　　　　・工法（　　　　　　　　　　）

　　　　ホルムアルデヒド放散量( 　　 　　　　 　　　　　）

　　　　適用材料　　　　（　　　　　　　　　        　　）

材料　　 <4.2.2>

<4.2.2(1)>製材 

　　　　・構造材の種類：甲種構造材

含水率（区分）

(仕上げ材)

・SD15　・SD20

(未仕上げ材)

・D15　 ・D20　 ・D25

等級構造材の種類

・

・ ・ ・ ・

・甲種Ⅰ

・甲種Ⅱ

・1級

・2級

・3級

・ ・ ・ ・

樹種名
寸法
(mm)

施工
部位

　　　　・構造材の種類：乙種構造材

構造材
の種類

・

(未仕上げ材)

・D15　 ・D20　

・D25

含水率（区分）材面の品質等級

・1級

・2級

・3級

・SD15　・SD20

(仕上げ材)

・ ・

・2方

・3方

・4方

※乙種

構造材

・無節

・上小節

・小節

・並

・ ・ ・

・

・ ・ ・ ・

樹種名
寸法
(mm)

施工
部位

・

(未仕上げ材)

・D15　 ・D20　

・D25

含水率（区分）材面の品質

・SD15　・SD20

(仕上げ材)

・

・2方

・3方

・4方

・無節

・上小節

・小節

・並

　　　　・JAS 1083-4に基づく機械等級区分構造用製材Ｇ

等級(曲げ性能)

・ ・ ・
・E50

・E90

・E130

・E70

・E110

・E150

・

　　　　・加工前に縦振動ヤング係数を測定する材料の施工部位は、次による

　　　　　（対象部材：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工部位 樹種名 寸法(mm)

・

・ ・

・

　理」による

　（参考）JAS 1083-4　製材‐第４部に基づく機械等級区分構造用製材

　　　　　に定める曲げヤング係数の基準（等級と曲げヤング係数）

曲げヤング係数（Gpa又は103N/mm2）等　　級

・E50

・E70

・E90

・E110

・E130

・E150

3.9　以上　5.9 未満

5.9　以上　7.8 未満

7.8　以上　9.8 未満

9.8　以上 11.8 未満

11.8　以上 13.7 未満

13.7  以上　　　　　

　材面の品質は、JAS 1083-2製材-第2部　造作用製材の表1材面の品質の基準に準拠する。　　　２．

樹種名
寸法
(mm)

施工
部位

含水率（区分）板類角類の別 等級

・板類

・角類

・特等 ・1等 

・2等

・D10  ・D13

・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・

　　　　・無等級材Ｇ

材面の品質

・2方

・3方

・4方

・無節

・上小節

・小節

・並

・

含水率
（%）

・ ・・ ・

樹種名
寸法
(mm)

施工
部位

・ ・ ・

・ ・ ・

（対象部材：　　　　）

・JAS 1083-4　製材‐第４部

　に基づく機械等級区分構造

　用製材、曲げ試験

・縦振動ヤング係数測定

（注）１．

すぎ」

よる。

「あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、とどまつ、

・加工前に縦振動ヤング係数を測定する材料の施工部位は、次による

　（対象部材：　　　　　　　　　  　　　　　　　　）

　無等級材、広葉樹製材及び丸太材の縦振動ヤング係数による基準強度の確認は、次に

　無等級材のうち次の樹種については、JAS 1083-4　製材‐第４部に基づく機械等級区

分構造用製材に定める品質の曲げ性能における等級の区分に準拠する。それ以外の樹種

については、既往の研究等に基づき適切に定め、施工計画書を作成し、提出する。

・材料 施工一般　　

材料のホルムアルデヒド放散量

　※木造標準仕様書4.2.1(2)による

　・上記以外の場合

<4.2.1>

・共通事項 一般事項　　

適用範囲

　部材単位での木材の利用

　　・適用する

　　　　　・部材及び部位　(　　　　　　　　　　)

　　　　　・構造図による

　　　・適用しない

<4.1.1>

基礎工事

　鉄筋工事

・材料 鉄筋　

鉄筋の種類等  

　(5.2.1)

　(5.2.2)溶接金網　

鉄線の形状等 

呼び径(mm) 備考種類の記号

・SD295 ・D16 以下

・D19 以上・SD345

・ ・

・・

・溶接金網

種類 使用部位鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径(mm)種類の記号

　鉄筋の継手 

　　継手位置

　　　・図示による　　・

　　柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

　　　・図示による　　・

　　　・図示による　　・

　　先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同箇所に設ける場合

　　耐力壁の重ね継手の長さ

　　　※標準仕様書5.3.4(3)(ｱ)による

　　　・図示による　　・

　　標準仕様書5.3.4(5)(ｲ)の場合の折り曲げ定着の方法

　　　※標準仕様書 図5.3.3 により5.3.4(5)(ｲ)を全て満足する

　　　・

　　　・図示による　　・

　　鉄筋の定着長さ

　　　※標準仕様書 表5.3.4 による

　　機械式定着工法　

　　　・適用する　　・適用しない

　　　　　適用箇所　　・図示による　　・

　　　　　種類　　　　・図示による　　・

・柱及び梁主筋

・耐力壁の鉄筋

・基礎、耐圧スラブ、土圧壁

呼び径(mm)

・上記以外（　　　　　　）

継手の方法

・ガス圧接　・機械式継手 ・

・

・

・

・溶接継手　・重ね継手

部位

・重ね継手　・

・重ね継手　・ガス圧接

・重ね継手　・

・加工及び組立

　　（　　　）以上

継手及び定着

鉄筋の継手の方法等

（5.3.4）

加工 

鉄筋の折曲げ形状及び寸法  

　・鉄筋の折曲げ角度が90°未満の折曲げ内法直径（D）

（5.3.2）

　　　　・有り　使用箇所（　　　　　　　　　）

　・図示による　　・

　外観試験で不合格となった場合の措置 　（5.5.6）

・超音波測定試験

工法

適用箇所  

　・図示による　　・

　・A 級　　・

鉄筋相互のあき

・溶接継手 　（5.6.3）

溶接継手の工法    

　・図示による　　・

　・図示による　　・

　※標準仕様書5.5.6(1)による

　　試験対象

　　　・図示による　　・

　　超音波測定試験で不合格となった場合の措置

　　　・図示による　　・

コンクリート工事

・コンクリートの種類

　及び品質

・普通コンクリート  

・

・

設計基準強度(N/mm2）

・

・

スランプ（cm） 適用箇所

※ 15 又は18 

※ 18　　・

基礎、基礎梁、土間スラブ

・

・

柱、梁、スラブ、壁

構造体コンクリートの仕上り  ( 6.2.5)

・

・

（表6.2.4）

種別 適用箇所

・A 種

・B 種

・C 種

・図示による　　　　・

・図示による　　　　・

・図示による　　　　・

（表6.2.5）　コンクリートの仕上げの平たんさ 

　※Ⅰ類（JIS A 5308 への適合を認証されたコンクリート）

コンクリートの類別 

コンクリートの種類 

（表6.2.1）

 (6.2.1)

種別 適用箇所

・図示による　　　　・

・図示による　　　　・

・図示による　　　　・

・a 種

・b 種

・c 種

（適用箇所：・図示による　　　　・　　　　　　）

・建築基準法第37条第二号の規定に基づき認定を受けたコンクリート

・コンクリートの工事現

　締固め

　場内運搬、打込み及び

・コンクリートの材料

　及び調合

4
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骨材    (6.3.1)

　フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材及び電気炉酸化スラグ骨材

　　・使用する　　適用箇所（　　　　　　　　　　）

　　・使用しない

　再生骨材Ｈ（普通エコセメントを使用するコンクリート） 

　　・使用する　　適用箇所（　　　　　　　　　　）

　　・使用しない

　アルカリシリカ反応性による区分    

　　※ A　　・B

　　・混和材 

　　　　混和材の種類

　　　　　・

　　使用方法及び使用量

　　　※監督職員の承諾　　・

混和材料 

　混和材料の適用及び種類

　　・混和剤

　　　　混和剤の種類

　　　　　・

   (6.3.1)

   (6.3.2)コンクリートの調合 

調合管理強度

　構造体強度補正値(S)

　　※標準仕様書 表6.3.2による　　・　

セメント

　種類

　　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA 種、シリカセメントA 種又はフライアッシュ

　　　　適用箇所（※下記以外全て　　・　　　　　　　　　　）

　　・高炉セメントB 種 Ｇ

　　　　適用箇所（　　　　　　　　　　）

　　・フライアッシュセメントB 種 Ｇ

　　　　適用箇所（　　　　　　　　　　）

　　・普通エコセメント

　　　　適用箇所（　　　　　　　　　　）　

　　　セメントA 種

   (6.3.1)コンクリートの材料 

打継ぎ

打継ぎの位置、打継目地、ひび割れ誘発目地

　打継ぎの位置

   (6.6.4)

材料     (6.8.2)

せき板の材料

　・

スリーブの材種、規格等

　・図示による　　・ 

型枠の存置期間及び取外し　    (6.8.4)

型枠の最小存置期間  

　・セメントの種類が普通エコセメントの場合　（　　　　　）

・型枠

打増し範囲

　・図示による　　 ・

　　　・20mm　　・

　・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

　　　・10mm　　・20mm　　・

型枠一般　    (6.8.1)

打増し厚さ  

　・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

・寒中コンクリート 一般事項  

適用期間

　・図示による　　・

構造体強度補正値（S） 

　・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による

　・積算温度を基に定める （　　　　　　　）

     (6.11.1)

     (6.11.2)

一般事項  ・暑中コンクリート      (6.12.1)

     (6.12.2)

スランプ

　※21cm　　・

構造体強度補正値（S） 

　※標準仕様書 表6.12.1による

　・

一般事項  ・無筋コンクリート      (6.14.1)

コンクリートの種類  

　※普通コンクリート　　・

設計基準強度   

　※18（N/mm2）　　・

スランプ

　※ 15cm 又は18cm　　・

適用箇所

　※標準仕様書 6.14.1(4)による

　・図示による　　・

・標準仕様書 表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合 

　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　目地の寸法     

　　※標準仕様書 9.7.3（1）（ｱ）による

　　・図示による　　・

　ひび割れ誘発目地の位置、形状     

　　・図示による　　・

   （6.8.1）

　　梁及びスラブ

　　　※スパンの中央又は端から1/4 の付近

　　　・図示による　　・

　　　・図示による　　・

　　柱及び壁

　　　※スラブ、壁梁又は基礎の上端

強度試験 (注)１ (注)２

　　※標準仕様書 表5.5.1～表5.5.3による

平成12 年建設省告示第1463号に適合する性能  

　　　※木造標準仕様書4.1.3(1)(b)による

　・JAS 1083-3に基づく目視等級区分構造用製材Ｇ

　保存処理（性能区分）の適用は、<4.2.2>「材料」に記載が無ければ、<4.3.1>「防腐・防蟻処

　　　　・JAS 1083-6に基づく広葉樹製材Ｇ

平成12 年建設省告示第1463号に適合する性能  

 （6.2.1 ～ 6.2.4）（表6.2.2）

　合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ 

　・Ⅱ類（JIS A 5308 に適合したコンクリート）

　　　　　※標準仕様書6.3.1(4)(b)による

　標準仕様書6.3.2(ｲ)(f)の①～③以外の混和材料

　　　　　※標準仕様書6.3.1(4)(a)による

　※標準仕様書6.8.2(1)(ｱ)、(ｲ)による

　・合板（ 厚さ：※ 12mm　　・　　　　　）Ｇ

    （6.6.4）（6.8.1）（9.7.3）
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施工部位
寸法
(mm)

含水率（区分）等級樹種名

・ 1級

・ ・・

・ 2級

(仕上げ材)　・SD15　・SD20

(未仕上げ材)・D15 　・D20

・ ・

・ ・ ・

　　　　下地用製材 <4.2.2(4)>

・

含水率
（%）樹種名

施工
部位

・ ・ ・

　　　　・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材Ｇ

・

・ ・・ ・ ・

・2方 ・3方

・4方

・無節

・小節

・上小節

・並

・ ・

　枠組壁工法構造用製材  

　　・JAS 0600に基づく甲種枠組材　Ｇ

・ ・

・

施工部位

・

・ ・・

寸法型式名
乾燥材

未乾燥材の別
材面の品質

・

樹種名又
は樹種群

・

施工部位

・

材面の品質

・

樹種名又
は樹種群

・ ・ ・ ・

・コンストラクション

・スタンダード

寸法型式名
乾燥材

未乾燥材の別

・

・ユティリティ
・未乾燥材

・乾燥材

・

施工部位

・

樹種名又
は樹種群

　　　　・JAS 0600に基づくＭＳＲ枠組材　Ｇ（曲げ強度性能）

MSR等級
曲げ強度性能

寸法型式名
乾燥材

未乾燥材の別

・ ・
・未乾燥材

・乾燥材

・ ・ ・ ・・

・

施工部位

・

樹種名又
は樹種群

MSR等級
曲げ強度性能

寸法型式名
乾燥材

未乾燥材の別

・ ・
・未乾燥材

・乾燥材

・ ・ ・ ・・

　　　　・JAS 0600に基づくＭＳＲ枠組材　Ｇ（引張り強度性能）

寸法
(mm)

区分

<4.2.2(2)>

・2等

・特等 ・1級

・3級

・ ・・ ・

施工部位 材面の品質等級 寸法型式名

・2等

・特等
・

樹種群(曲げ強度性能)

・

施工部位 寸法型式名

・ ・

・ ・・ ・

樹種群(曲げ強度性能) 材面の品質

・コンストラクション

・スタンダード

・ユティリティ

施工部位 寸法型式名

　　　　　・JAS 0600に基づくＭＳＲたて継ぎ材　Ｇ

樹種名又は樹種群
MSR等級

曲げ強度性能

・ ・・ ・

・ ・・ ・

施工部位

　　　　　材及びMSR枠組材　Ｇ

　　　　・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された枠組壁工法構造用製

材面の
品質

・ ・ ・ ・・・・

・ ・ ・ ・・・・

　　　　　・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定されたたて継ぎ材 Ｇ

施工部位 樹種名

・ ・

・ ・

含水率等級区分

・ ・・・

・ ・・・

材面の品質

　　　　枠組壁工法構造用たて継ぎ材 <4.2.2(3)>

　　　　　・JAS 0600に基づくたて枠用たて継ぎ材　Ｇ

曲げ強度性能(樹種群) 寸法型式名 材面の品質施工部位

・ ・・

・ ・・ ・

※スタンダード

樹種名 含水率等級
寸法
(mm)

区分

・ ・
・1級

・3級

（注）　材面の品質は、JAS 1083-2製材-第2部　造作用製材の表1 材面の品質の基準に準拠する

<4.2.2(5)>

・めっき鉄丸くぎ

・めっき太め鉄丸くぎ

・溶融亜鉛めっき太め鉄丸くぎ

・ステンレス鋼くぎ

・せっこうボード用くぎ

・シージングボード用くぎ

・NZ

・CNZ

・ZN

・S

・GN

・SN

種類（記号） JISに基づく種類

・溶融亜鉛めっき種別

・電気亜鉛めっき種別

・A種　・B種 　・C種

・D種　・E種　 ・F種

　　　　　・JIS A 5559に基づく木質構造用ねじの表面処理方法 (14.2.2)(表14.2.2)

材質

※鉄製

・ステンレス製

性能等

繰返し曲げ回数

引張耐力

最大ねじりトルク

全塑性曲げモーメント

　　　　　　　　　　 回

　　　　　　　　　　 kN

　　　　　　　　　　N･m

　　　　　　　　　　N･m

　　　鋼材　　

・ ・

種類の記号 規格施工部位(主な部分)

・ ・ ・

　　　　　・ 枠組壁工法工事に使用する鋼材の種類等

・JIS G 3302 ・JIS G 3312

・JIS G 3321 ・JIS G 3322

・JIS G 3353

　　　　種類

　　　　　・一般鋼材の種類等

・

・ ・

・

・

・JIS G 3101 ・JIS G 3136

種類の記号 規格施工部位(主な部分)

<4.2.5>

・

・ ・ ・

施工部位 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの種別

・A種　・B種　・C種　・D種 ・A種　・B種

　　　　鋼材の表面処理　 <4.2.6>

・

・ ・ ・

　　　　　・鉄鋼の亜鉛めっきの種別　 (14.2.2)(表14.2.2)

施工部位 溶融亜鉛めっき種別 電気亜鉛めっき種別

・A種　・B種  ・C種 ・D種　・E種  ・F種

<4.2.7>

・Zマーク表示金物

・Mマーク表示金物　

・Dマーク表示金物　

・Cマーク表示金物

・χマーク表示金物

・Sマーク表示金物

・接合金物規格

　　　　　　　・木造標準仕様書4.2.7(1)(ｳ)による接合金物の適用は以下による

　　　　　　　　なお、施工部位及び接合金物寸法、形状は、図示による

・

・

施工部位

・

・JIS G 3302

　・SGH400

　・SGC400

　・SGHC

　・SGCC

・JIS G 3101

　SS400

・JIS G 3131

　SPHC

・JIS G 3141

　SPCC

・亜鉛鉄板 ・鋼板 ・ステンレス

・JIS G 3452

　SGP

・鋼管

接合金物の材種及び規格番号

　　　　　・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料塗り　

・ ・

施工部位 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの種別

・A種　・B種・A種　・B種　・C種・

・

種類

・ボルト

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

材料区分

強度区分

ねじの公差域クラス

仕上げの程度

ねじの呼び

規格番号

規格名称

・ナット

　　　　　・ボルト及びナットの材料、寸法等　

　　　　　　　・下表による

　<4.2.7(2)>

　　　　　・アンカーボルトの材質、寸法等　

　　　　　　　・建方用アンカーボルト

　(7.2.4)

　　　　　　種類

　　　　　　　・構造用アンカーボルト

　　　　　　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

　　　　　　　・

・未乾燥材

・乾燥材

　　　　　・鉄鋼面の錆止め塗料塗り

接合金物、接合具等　　

　・接合金物

　　　・木造標準仕様書4.2.7(1)(ｱ)(ｲ)による接合金物の適用は次による

　　　　なお、施工部位及び接合金物名称、記号、寸法は、図示による

・

　・接合具等

　　木造標準仕様書4.2.7(2)(イ)の接合具は次による

　　なお、施工部位は、図示による

　　　・JIS A 5508 に基づく釘

・・

・・

　　　　　・JAS 1152に基づく化粧ばり構造用集成柱　Ｇ

　　　　構造用単板積層材 <4.2.2(6)>

　　　　　　・Ａ種構造用単板積層材

　　　　　　・Ｂ種構造用単板積層材

施工部位

・

寸法
(mm)

・2方

・3方

・4方

樹種名

(   　    )

※0.6　・

・・ ・ ・・

化粧薄板
(樹種名、
厚さmm)

見付け材面
の化粧面数

芯材
（樹種名）

曲げ強さ
(Mpa又は
 N/mm2)

・ ・ ・ ・

・ ・

・

・ ・

施工
部位

・

・

寸法
(mm)

・

・A

・B　

・C

・

・

接着性能
(使用環境)

樹種名

・

曲げヤング
係数区分

・特級

・１級

・２級

・ ・ ・

・ ・

　　　　直交集成板 <4.2.2(7)>

（注）　保存処理K3は、使用環境 A であって、インサイジングを行わないものに適用する
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　　　　集成材

・

同一等級構成集成材

・同一等級構成　

・内層特殊構成

ラミナ

積層数

保存処理

（性能区分）

・ ・ ・・・・ ・

・

品名

異等級構成集成材

・対称構成

・非対称構成　

・特定対称構成

・内層特殊構成

寸法

（mm）

施工

部位

材面の

品質

接着性能

（使用環境）（曲げ性能）

強度等級
樹種名

・ ・ ・ ・

・A

・C

・B

・1種

・2種

・3種

寸法

（mm）

施工

部位

接着性能

（使用環境）

強度等級 種別 ラミナのラミナの等級
区分機に
よる等級

樹種群等級
(目視等級区分)

(ラミナ
の構成)

（曲げ性能
構成区分）

樹種名品名

・A種

　構成

・B種

　構成

・1等

・2等

・A

・C

・B ・・・・
・異等級構成直交集成板

・同一等級構成直交集成板

・・ ・ ・・ ・ ・ ・

　　　　丸太材 <4.2.2(8)>

　　　　　・丸太材Ｇ

末口径(mm)

・

・

・

・

含水率(%)

・20％以下

・

・

・

・

・

樹種名 寸法(mm)

　（対象部材：　　　　　　　　　  　　　　　　　　）

・加工前に縦振動ヤング係数を測定する丸太材の施工部位は、次による

　・告示第1446号に基づく木質接着成形軸材料かつ、国土交通大臣が許容応力度及び材

　　料強度を指定したもの

　　なお、施工部位、形状及び寸法は図示による

木質接着成形軸材料Ｇ  <4.2.2(9)>

木質複合軸材料Ｇ

　・告示第1446号に基づく木質複合軸材料かつ、国土交通大臣が許容応力度及び材料強

　　度を指定したもの

　　なお、施工部位、形状及び寸法は図示による

施工
部位

・普通ＭＤＦ

・構造用ＭＤＦ

・ ・

厚さ
(mm)

・

・塗装

・単板オーバーレイ

曲げ強さ
による区分

・5タイプ

・30タイプ

・25タイプ　

・15タイプ

・

耐水性に
よる区分

構造用、普通
ＭＤＦの区分

難燃性に
よる区分

・耐水1
(Mタイプ)

・耐水2
(Pタイプ)

・難燃
　2級

・難燃
　3級

・プラスチックオー

　ーバーレイ

・ ・ ・

・ ・

（注）　構造用MDFは無研磨板、 研磨板を適用する

・無研磨板

・研磨板

施工部位 

　　　　構造用面材　 <4.2.2(10)>

　・含水率（　　　％）

　・含水率（　　　％）

単板の
樹種名

・構造用合板

・構造用合板(防虫処理)

・構造用合板(さね加工)

強度等級
曲げ性能

厚さ
(㎜)

板面の
品質記号

施工部位 品名

・ ・ ・・ ・・ ・

・1級

・2級

・特類

・1類　

・特類

・1類　

・C-D　

・
・・

（注）　屋外又は常時湿潤状態となる場所は特類とする 

　　　　　・JAS 0233に基づく化粧ばり構造用合板Ｇ

・

・・

・化粧ばり構造用合板

・化粧ばり構造用合板(防虫処理)

・化粧ばり構造用合板(さね加工)

・特類　

・

・1類

・

・

施工部位 品名
接着の

・

・

・

・

板面の

品質記号

厚さ

(㎜)

単板の

樹種名

（注）　屋外又は常時湿潤状態となる場所は特類とする

・

厚さ(㎜)

・

・ ・ ・

施工部位
曲げ性能等級

(常態曲げ試験)
曲げ性能等級

(湿潤曲げ試験)

・
・1級　

・3級　

・2級　

・4級　

・1級　

・3級　

・2級　

・4級　

　　　　　・JIS A 5908に基づくパーティクルボードＧ

表裏面の状態
による区分

厚さ
(㎜)

耐水性による区分

・ ・・ ・

・無研磨板

・

・研磨板

・13タイプ

・18タイプ

・　

・耐水１(Mタイプ)

・耐水2（Pタイプ）
・ ・

施工部位

・

・

種類
曲げ強さ

による区分

・ ・

　　　　　・JIS A 5905に基づくハードファイバーボードＧ

・スタンダードボード
（無処理）

・テンパードボード
（処理）

・素地ハードボード

・

・内装用化粧ハードボード

・曲げ強さによる区分

　・35タイプ

　・無研磨板　・研磨板

・素地ハードボード

・外装用化粧ハードボード　

・曲げ強さによる区分　

種類
難燃性
による
区　分

厚さ
(㎜)

施工部位

・2級

・3級
・・

　・無研磨板　・研磨板

　・45タイプ　・35タイプ

　　　　　・JIS A 5404に基づく硬質木片セメント板　Ｇ

施工部位 断面形状 重ねしろの有無 厚さ(mm)

・ ・・ 平板　・ 凹凸板　 ・ 有り　・ 無し　

・ ・ ・・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・せっこうボード（GB-R）

・強化せっこうボード（GB-F）

・せっこうラスボード（GB-L）

施工部位 厚さ(mm)

・ ・

種類

・構造用せっこうボード（GB-St-A）

・ ・・構造用せっこうボード（GB-St-B）

・

・

施工部位

・12　・15　・18

・

厚さ(mm)

・

施工部位

・モルタル下地用（M）
・0.4　 ・0.5　

・0.6

・ ・ ・

板厚
(mm)

・LS1　・LS2 　・LS3　・LS4

・

ラス目による区分

・

・

施工部位

・

厚さ(mm)

・6　・8

厚さ(mm)

　　　　　・JIS A 5440に基づく火山性ガラス質複層板（VSボード）

・

密度による区分（g/cm3）

・0.6以上0.8未満　

・・・

・0.8以上

曲げ強度（N/mm2）施工部位

・ ・・11.5以上　

　　　　木質断熱複合パネル　Ｇ　

　　　　　・告示1446号に基づき、かつ、国土交通大臣が許容応力度及び材料強度を指定したもの

・

・ ・

・

施工部位 形状

・ ・

厚さ(mm)

・ ・

含水率

・

・ ・

・

施工部位 形状

・ ・

厚さ(mm)

・ ・

含水率

　　　　木質接着複合パネル　Ｇ　

　　　　　・JAS 1083-5に基づく下地用製材　Ｇ

材面の品質（注）

　　　　・JAS 0600に基づく乙種枠組材　Ｇ

　　　　　・JAS 0600に基づく甲種たて継ぎ材　Ｇ

　　　　　・JAS 0600に基づく乙種たて継ぎ材　Ｇ

(18.3.2)(表18.3.1) (18.3.3)(表18.3.3)

(18.3.2) (表18.3.2) (表18.3.5)

　　　　　　　※木造標準仕様書表4.2.2による

　　　　　　　　　・ABR400　　・ABR490　　・

　　　　　　　※木造標準仕様書表4.2.2による

　　　　　・JIS A 5559に基づく木質構造用ねじ

　　　　　　　　　・SS400　 　・　 　　　 ・

　　　　　・JAS 0701に基づく構造用単板積層材Ｇ

保存処理(性
能区分)（注）

水平せん
断区分

(MPa又は
N/mm2)

曲げ性能等級
(A 種構造用単
板積層材のみ)

　　　　　・JAS 3079に基づく直交集成板Ｇ

曲げヤング
係数

(Gpa又は
10 N/mm2)

　　　　　・JAS 1152に基づく構造用集成材　Ｇ

　なお、品質については8.2.2(1)(c)による

表裏面の状態に
よる区分（注）

　　　　　・JIS A 5905に基づくＭＤＦＧ

接着の
程度（注）

　　　　　・JAS 0233に基づく構造用合板　Ｇ

程度（注）

　　　　　・JIS A 6901に基づく石こうボード

　　　　　・JIS A 5905に基づくシージングボード

　　　　　・JIS A 5524に基づくラスシート

山高、山ピッチ、質量及び
溶接ピッチによる区分

　　　　　・JIS A 5430 に基づくフレキシブル板

　　　　　・ 告示1446 号に基づき、かつ、国土交通大臣が許容応力度及び材料強度を指定したもの

　　　　　・JAS 0360に基づく構造用パネルＧ



設計図

工　事

令和7年版

4

木
造
工
事

公共建築木造工事特記仕様書（その4）

　　　　　　　　・座金の材質、寸法等 　<表4.2.3><表4.2.4>

厚さ、寸法、形状

・JIS G 3131 SPHC

・JIS G 3141 SPCC 　　　　　　　　　　 種

　　　　　　　　　　 種

・木造標準仕様書表4.2.3座金の種別

・木造標準仕様書表4.2.4座金の種別

・角座金t=  

・丸座金t=　  

材質

　　　　　　　　・ ラグスクリューの材質、寸法、形状等

・

規格番号、名称

種類

規格等

材料区分

強度区分

ねじの交差域クラス

仕上げの程度

呼び長さ（Ｌ）　(mm)

ねじ長さ（Ｌｓ）(mm)

軸径(mm)

・ラグスクリュー

JIS B 1180 附属書

JA（規定）

適用

並形六角ボルト

鋼製

4.6又は 4.8

6g

JIS B 1180 附属書

JA（規定）中

・
規格等

適用

　　　　　　　　・ ドリフトピンの材質、寸法、形状等

・ドリフトピン

規格番号、名称

種類の記号

木造標準仕様書

4.2.7(2)(ｲ)(d)①

形状等

長さ（全長）(mm)

先端部長さ(mm)

胴部径(mm)

ローレット加工(mm)

先端部径(mm)

・

・

　　　　　・ 木栓の樹種名、形状、長さ等　  <4.2.7(2)(ｲ)(e)>

・ ・

・

形状

・角型　・丸型

・

・

樹種名施工部位 寸法(mm)

　　　　　　　・JIS A 5550 (床根太用接着剤) に基づく、床鳴り防止用接着剤の種類

用途による区分 主成分による区分施工部位

・酢酸ビニル樹脂系エマルション形

・ビニル共重合樹脂系エマルション形

・

・ ・

・アクリル樹脂系エマルション形

・ゴム系溶剤形

・ウレタン樹脂系

・変成シリコーン樹脂系

・

・構造用一類

・構造用二類

・一般用 

　　　　　・接着剤

・

・

 <4.2.7(2)(ｲ)(e)>

・ ・

・

形状

・角型　・丸型

・

・

樹種名施工部位 寸法(mm)

　　　　　・木だぼの樹種名、形状、長さ等　

施工部位

　　　　　・接着剤による接合の種類

・接着剤による接合

・ ・・

・接着剤を併用した接合
・・

接合の種類 接着剤の種類

　　建材等認証制度に基づく保存処理

・

・ ・

施工部位（適用部材） 保存処理の性能区分

　・木造標準仕様書4.3.1(1)(ｱ)(b)に基づく加圧式保存処理

施工部位（適用部材）

・K2又はAQ3相当

・ ・K3又はAQ2相当

・ ・

・K4又はAQ1相当

・

・適用する

・適用しない

保存処理の性能区分 インサイジング

　・薬剤の塗布等

　　　　　・輪型ジベル接合、圧入型ジベル接合

・

・ ・

施工部位

・

材質・形状、寸法等

・・

種類

・

・ ・

・

木材保存剤の種類施工部位（適用部材）

・防腐、防蟻処理 防腐、防蟻処理　　

・工場における薬剤の加圧注入等

　<4.3.1>

・

・

処理の方法

・ ・

・・

施工部位(適用部材) 保存剤の種類

　　・薬剤の接着剤への混入

　　・防蟻性能のある断熱材

地盤に接する鉄筋コンクリート等による床下の防蟻処理

　・最下階の床下に床組を行う場合

　<4.3.2>

・

・鉄筋コンクリート造のべた基礎

・基礎梁と配筋により一体とした厚さ

　100mm以上の土間コンクリート

配筋

・

・

・

・図示による

　又は(公社)日本木材保存協会の認定品

土壌の防蟻処理 　<4.3.3>

　・土壌への薬剤による防蟻処理

・

処理方法

・帯状散布（帯状の幅：約　　　　mm）

　・液状散布量（　　　　　　　L/ｍ）

　・粒状散布量（製造所の仕様による）

・面状散布
・

防腐措置 　<4.3.4>

　・床下換気

基礎外周部の換気孔

・ねこ土台

・換気孔

材質等

材質：

※防鼠スクリーン又は防虫網の設置

材質：

※防鼠スクリーン又は防虫網の設置

　・小屋裏換気

・木造標準仕様書4.3.4(3)による

・図示による

・図示による

・

換気方法

換気孔の大きさ ・図示による　　・

・

・

換気孔の材質

スクリーンの材質等

・構造方法 木材を用いた耐火構造　　　 　<4.1.3(5)>

・適用する　

・適用しない

　・材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・工法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

一般事項　 　<4.4.1>

防耐火処理の国土交通大臣認定を受けた材料又は工法の適用

・

・

施工部位 断熱材の厚さ(mm)

・

・

・

・

・

防蟻性能

・

断熱性能
(熱伝導率(W/ｍ・ｋ)

・防火被覆材

・

・ ・

施工部位(適用部材) 保存処理の性能区分

・ K3又はAQ2

　　・合板等の加圧注入等

防火被覆の材料及び工法　 　<4.4.2>

・防耐火処理等　　　

（注）　人体への安全性及び環境への影響について配慮され、かつ、(公社)日本しろあり対策協会

６

軸
組
構
法
（
軸
構
造
系
）
工
事

仕上げの程度

※プレーナー加工仕上げ

・

・

・超自動機械かんな掛け仕上げ

・サンダー掛け仕上げ

・

・

施工部位（適用部材）

　　・手加工

仕上げの程度

・斜めから光線をあてて、さか目、かんなまくれがまったくないもの

施工部位（適用部材）

・さか目、かんなまくれがほとんどないもの

・多少のさか目、かんなまくれを許容するがのこ目が見えないもの

・ ・

・

　　・下表による

　　※ピン径と同径

・

・・　　　　　　　　未満

・　　　　　　　　以上

ドリフトピンの径((mm) ドリフトピンの孔径(mm)

　　工事現場搬入前の木材保護塗料塗り

・

　　　　・行う

　　　　　　※標準仕様書18章12節　木材保護塗料塗り（WP）

(18.12.2)(表18.12.1)

・

・

・A種　　※B種

　見え掛り面の表面保護

・搬入及び建方 アンカーボルトの設置等　　

・

・

・ ・

モルタルの厚さ(mm) 柱底均しモルタルの工法

・

無収縮モルタル施工部位

・適用する

・適用しない

・図示による ・A種　

※B種

表面仕上げ

　見え掛り面の仕上げの程度

　　・機械加工

<5.4.7><6.4.7>

建方精度　 <5.5.7><6.5.7>

　建入れ直し後の水平、垂直の誤差の範囲

　　※1/1,000以下

　　・

接合金物の工法　　

　　※行わない

　　・図示による

<5.5.9><6.5.9>

釘、木ねじ、木質構造用ねじ等の工法　 　<5.5.10><6.5.10>

　構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

　　・下表による

・

・

ボルトの径(mm)

・　　　　　　　　未満

・　　　　　　　　以上

ボルト径に加える大きさ(mm)

孔あけ加工 <5.4.6><6.4.6>

　ボルトの径に加える木部のボルト孔の大きさ

　ドリフトピンの孔径

床書き現寸図の作成

　・行う　　　・行わない

・木材の加工 現寸図　　 　<5.4.2><6.4.2>５

軸
組
構
法
（
壁
構
造
系
）
工
事

基礎天端及び柱底均しモルタルの仕上げ　　

・

・

・ ・

保持及び埋込み工法

・

・A種

・B種

※±5mm　

・

埋込み深さ(mm)

・

・図示による

埋込み位置の許容誤差施工部位

・軸組 火打土台　　

種類

　・木製火打土台

　<5.6.2><6.6.2>

　・鋼製火打土台

　　　・Zマーク表示金物火打金物（・HB　　・HB-S　）

　　　・

・軸組 火打土台　　

種類

　・木製火打土台

　<5.6.2><6.6.2>

　・鋼製火打土台

　　　・Zマーク表示金物火打金物（・HB　　・HB-S　）

　　　・

種類

・小屋組 火打梁　　　

　・木製火打梁

　・鋼製火打梁

　　　・Zマーク表示金物火打金物（・HB　　・HB-S　）

寸法 

寸法 

ｍｍ角

ｍｍΦ

Φ

Φ

Φ

以上

床下の防蟻処理

　・粒状散布量（製造所の仕様による）

　・液状散布量（ ・3L/㎡　・　　　）

種別施工部位

　　・隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

　構造材を仕上材として用いる場合の木ねじの留付け

　　※木ねじ頭埋め木　　・

各種ボルトの工法　

　構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部のボルトの取付け方法

　<5.5.11><6.5.11>

　　・図示による　　　　・埋め木　　　　・

　　・図示による　　　　・埋め木　　　　・

ラグスクリューの工法　 　<5.5.12><6.5.12>

　構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部に使用するラグスクリューの取付け方法

　　・図示による　　　　・埋め木　　　　・

ドリフトピンの工法　 　　<5.5.13><6.5.13>

　構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部に使用するドリフトピンの取付け方法　

　面材の取付けに必要な場合の木材への彫り込み

　　　・

種類

・床組 　<5.8.2><6.8.2>

　・木製床束

　・鋼製床束

　　　仕様及び設置方法

床束　　　

　　　　・図示による　 　・

　・樹脂製床束

　　　仕様及び設置方法

　　　　・図示による 　　・

　　　　・図示による　 　・

・壁 

　　　留付け方法及び接合金物・接合具の種類

　　　　・図示による　　・

軸組耐力壁　　　 <5.9.2><6.9.2>

材料等

　・木筋かい

　・鉄筋筋かい

　　　材料

大壁造の面材耐力壁　　　 <5.9.3><6.9.3>

工法

　・ラスシートの留付けに使用する釘又はドリリングタッピンねじの留付け間隔

　　・図示による　　・

真壁造土塗り壁耐力壁　　　 <5.9.7><6.9.7>

材料等 

　間渡し竹の種類

　　・マダケ　　・シノチク　　・

　土塗り壁の塗厚さ

　　・図示による　　・　　　mm

大臣認定耐力壁　　　 　<5.9.10><6.9.10>

国土交通大臣が認定した耐力壁の適用

　・適用する　　（適用部位：　　　　・図示による）

　・適用しない

　・　

　建築基準法施行規則第８条の３の認定工法を受けた耐力壁に用いる接合具

　　・

木質構造用ねじ

　※木造特記仕様書「４　木造工事　材料」による

ラグスクリューの工法 <7.5.10>

・構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部に使用するラグスクリューの取付け方法

　・図示による　　・埋め木　　・

　　・直交集成板

　　・木質断熱複合パネル

　　・木質接着複合パネル

大引又は床束を用いる場合　 　<7.7.2>

床束の種別

　・木製床束

　　・樹脂製床束

　・鋼製床束

　　　　仕様及び設置方法

　　　　　・図示による　　・

　　　　仕様及び設置方法

　　　　　・図示による　　・　

・床版 床パネル　

床パネルの構成

　<7.7.1>

　床根太の転び留め

　　・設ける　・設けない

　　床根太トラス

　　　・使用する　・使用しない

　床版材料

７

枠
組
壁
工
法
工
事

接合金物、接合具等　 <7.2.3>

材料　 　<7.2.2>

含水率

　国土交通大臣の認定を受けた耐力壁に使用する枠組材の含水率

　　※19%以下　　・

　　国土交通大臣の指定を受けたもので、基準強度の数値を指定された木材の含水率

　　　※20%以下　　・　

・材料

・搬入及び建方 アンカーボルトの設置等　 <7.5.3><表7.5.1>

埋込み深さ(mm)

・ ・

・ ・ ・ ・

・図示による ・A種

・B種

※±5mm　

保持及び
埋込み工法

埋込み位置の
許容誤差

施工部位

・

基礎天端均しモルタルの仕上げ　　 　<7.5.4>

施工部位 無収縮モルタル モルタルの厚さ(mm)

・

・ ・ ・

・適用する

・適用しない

・図示による
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施工部位 材料
厚さ

（mm）

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

目地等の接着剤端あき下地材への留付け留付け材

留付け長さ(mm)間隔(mm)の種類 距離(mm) の使用 処理方法

留付ける各層の防火被覆詳細

・柱又は梁の継手及び仕口の接合金物の防火処理

　　・図示による　　・

・防火被覆処理部への二次部材の取付け

　　防火被覆処理部の配管等貫通部処理

　　　・図示による　 ・

　　防火被覆処理部への建具、設備機器の取付け方法及び取付け金物の防火被覆処理

　　　・図示による　　・

　　・図示による　　・

燃えしろ層の工法　 　<4.4.3>

・燃えしろ層の厚さ

・柱又は梁の継手及び仕口の接合金物の防火被覆処理

　　・図示による　　  ・ 

・接合具にボルト、ドリフトピン等を用いる場合の防火被覆処理

　　・図示による　　  ・

・燃えしろ層への二次部材の取付け

　　燃えしろ層の配管等貫通部処理

　　　・図示による　　・

・

材料規格等

・

・不燃材料

・ ・

・準不燃材料 ・難燃材料

施工部位

不燃処理木材等 　 　<4.4.4>

(適用部材)

燃えしろ層への建具、設備機器の取付け方法及び取付け金物の防火被覆処理

　・図示による　　・

　<4.5.1>・鋼材等の接合　　

　・当該木材と鋼材の接合部分

鋼材と木材の接合 　

（注）　国土交通大臣認定を受けた材料又は工法の適用

・

・ ・ ・

・

接合部位（施工部位） 接合詳細

・有り　 ・無し　

・K2又はAQ3　・K3又はAQ2　・K4又はAQ1

※JIS K 1571に適合する表面処理用木材保存剤

薬剤名(注)

　・(a) ・(b) ・(c) ・(d) ・(e)

　<5.5.3><表5.5.1><6.5.3><表6.5.1>

　　※木造標準仕様書表5.4.2又は表6.4.2による

<5.5.4><表5.5.2><6.5.4><表6.5.2>

　<5.7.8><5.8.6><6.7.8><6.8.6>

　・JAS 1083又はJAS 0600に基づく保存処理又は(公財)日本住宅・木材技術センターの優良木質

工法（注）適用の有無



設計図

令和7年版

７

公共建築木造工事特記仕様書（その5）

　　　・ラグスクリューだぼ

　　　　　・Zマーク表示金物だぼ

　　　　　・Zマーク表示金物以外のだぼは、図示による

・

・

※プレーナー加工仕上げ

・

・超自動機械かんな掛け仕上げ

・サンダー掛け仕上げ

・

仕上げの程度施工部位（適用部材）

・

　　・手加工

施工部位（適用部材） 仕上げの程度

・斜めから光線をあてて、さか目、かんなまくれがまったくないもの

・多少のさか目、かんなまくれを許容するが、のこ目が見えないもの

・さか目、かんなまくれがほとんどないもの

・ちょうな仕上げ

　見え掛り面の表面保護 　(18.12.2)(表18.12.1)

　　工事現場搬入前の木材保護塗料塗り

　　　・行う

　　　　※標準仕様書18章12節　木材保護塗料塗り（WP）

仮組立　

　丸太組壁の仮組立

　　・行う　　・行わない

・搬入及び建方 アンカーボルトの設置等　　　 <8.5.3>

・ ・

・ ・ ・ ・

・図示による ・A種

・B種

※±5mm　

保持及び
埋込み工法

埋込み位置の
許容誤差

施工部位

・

埋込み深さ(mm)

施工部位 無収縮モルタル モルタルの厚さ(mm)

・

・ ・ ・

・適用する

・適用しない

・図示による
・

　<8.5.4>基礎天端均しモルタルの仕上げ　

釘、木ねじ、木質構造用ねじ等の工法　 <8.5.11>

　構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・木材の加工

　見え掛り面の仕上げの程度

　　・機械加工

丸太組壁用木材の表面仕上げ　　 <8.4.5>

丸
太
組
構
法
工
事

8 ・材料 接合金物、接合具 　<8.2.4>

だぼ

　だぼの適用

・

施工部位

・

・A種　　※B種

・

種別

枠
組
壁
工
法
工
事

・小屋組等 小屋組及び屋根パネル 　<7.9.1>

屋根版材料

　・直交集成板

　・木質断熱複合パネル

　　・木質接着複合パネル

・ 下表による

・

・　　　　　　　　　未満　

・　　　　　　　　　以上

・

ドリフトピンの径(mm) ドリフトピンの孔径(mm)

・ 下表による

・

・　　　　　　　　　未満　

・　　　　　　　　　以上

・

引きボルトの孔径　

※軸径＋5～10mm

引きボルトの径（㎜） 引きボルトの孔径(mm)

表面仕上げ 　<9.4.5>

見え掛り面の仕上げの程度

　・ 機械加工

施工部位（適用部材） 仕上げの程度

※ プレーナー加工仕上げ

・ サンダー掛け仕上げ

・

・・

・

　　　　　※ 標準仕様書18章12節　木材保護塗料塗り（WP）　

・

施工部位 種別

・ A種　　※ B種・

アンカーボルトの設置等　　 　 <9.5.3><表9.5.1>

施工部位 埋込み位置の許容誤差埋込み深さ(mm)

・図示による

・

・・

・土台用
　アンカーボルト

・CLT用
　アンカーボルト

保持及び埋込み工法

・図示による ※ ±5mm

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

基礎天端均しモルタルの仕上げ　 <9.5.4>

・

・

・

・
・ 適用する

・ 適用しない

・ ・

・ 図示による

・

施工部位 無収縮モルタル モルタルの厚さ(mm)

　見え掛り面の表面保護

　工事現場搬入前の木材保護塗料塗り

　　・ 行う

(18.12.2)(表18.12.1)

建入れ直し後の床の天端及び壁の天端の平坦さ

　※ ±3mm以下

　・

 <9.5.7>建方精度

建入れ直し後の水平、垂直の誤差の範囲

　※ 1/1,000以下

　・

接合金物の工法   <9.5.9>

構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部に使用する接合

金物の取付け方法

　・ 図示による　　・ 

釘、木ねじ、木質構造用ねじ等の工法   <9.5.10>

構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・搬入及び建方

ドリフトピンの孔径　

※ ピン軸径と同径

　・ 下表による

・

ボルトの径(mm) ボルト径に加える大きさ(mm)

・　　　　　　　　　未満　

・　　　　　　　　　以上

・

　※ 木造標準仕様書表9.4.1による

ボルトの径に加える木部のボルト孔の大きさ

　<9.4.4>孔あけ加工　・木材の加工

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
工
事
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工
事 施工部位（適用部材） 仕上げの程度

・

・

※プレーナー加工仕上げ

・
・超自動機械かんな掛け

・サンダー掛け仕上げ

・

施工部位（適用部材）

　・手加工

仕上げの程度

・斜めから光線をあてて、さか目、かんなまくれがまったくないもの

・さか目、かんなまくれがほとんどないもの

・

・多少のさか目、かんなまくれを許容するが、のこ目が見えないもの

・

・

・

・

表面仕上げ 　・共通事項 　<10.1.4>

見え掛り面の仕上げの程度 

　・機械加工

製材 

　JAS 1083に基づく製材

　・JAS 1083-2に基づく造作用製材Ｇ

・板類における等級(材面の品質)

枠、額縁、敷居、かもい、

かまちの類

・ ・・

※見え掛り面は、上小節

　それ以外は小節以上

・

・ ・・ ・・ ・

※小節以上

・並

※A種

・B種

施工部位 樹種名
左記以外

寸法(mm) 含水率

　・JAS 1083-5に基づく下地用製材Ｇ

施工部位 樹種名

・ ・ ・

・ ・ ※A種　・B種　　・

・

・

・

※A種

材面の品質 含水率寸法(mm)

　　・ 下地、造作及び仕上げに用いる製材Ｇ

　造作用集成材等  <10.2.1(3)>

　　・JAS 1152に基づく造作用集成材Ｇ

施工部位

・仕上げ材

・ ・ ・

・未仕上げ材

樹種名

・・

・塗装

・

・ ・・

寸法(mm)品名
品質 材面数

見付け材面

※1等

・2等

・1面　・2面

・3面　・4面

施工部位 樹種名

　・JAS 1083-6に基づく広葉樹製材Ｇ

板角類の別

・ ・ ・

等級 含水率

・特等 　※1等

・

・ ・ ・

寸法(mm)

※10％以下

・2等
・ ・ ・板類　 ・角類 ・

<10.2.1(2)>

施工部位 樹種名 寸法(mm)

・

等級(材面の品質) 含水率

・

・ ・1級  ※2級 ※A種　・B種

・・

・

・

・

・材料　

　　・適用する　　適用部位（　　　  　　　　　　　　　）

　　・適用しない

　　 ・上記以外の場合

　　　　　適用材料　　　　（　　　　　　　　        　　）

　　　　　ホルムアルデヒド放散量 ( 　　　　　　　　 　　）

　間伐材の適用は次による

木材 　

　材料のホルムアルデヒド放散量等

<10.2.1(1)>施工一般

工　事

<8.4.9>

　構造材を仕上材として用いる場合の木ねじの留付け

　　※木ねじ頭埋め木　　・

・土台及び丸太組壁 火打土台　 <8.6.2>

　種類

　　・木製火打土台

　　・鋼製火打土台

　　　　仕様及び設置方法

　　　　　・図示による　　・

　種類

　　　　　・図示による　　・

・小屋組 火打梁 <8.7.9>

　　・木製火打梁

　　・鋼製火打梁

　　　　仕様及び設置方法

・床組

　　　　　・図示による　　・

　種類

床束 <8.8.2>

　　・木製床束

　　・鋼製床束

　　　　仕様及び設置方法

　　　　　・図示による　　・

　　・樹脂製床束

　　　　仕様及び設置方法

　種類

　　　　　・図示による　　・

火打梁 <8.8.6>

　　・木製火打梁

　　・鋼製火打梁

　　　　仕様及び設置方法

　・ 隠し釘打ち　　・ 釘頭埋め木　　・ つぶし頭釘打ち　　・釘頭現し　　・

構造材を仕上材として用いる場合の木ねじの留付け

　※ 木ねじ頭埋め木　　・

ドリフトピンの工法  <9.5.13>

構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部のドリフトピンの取付け方法

　・ 図示による　　・ 埋め木　　・

・壁等 ＣＬＴパネルによる壁等  <9.9.1>

ＣＬＴ壁パネルの接合部の処理

　・ 図示による　　・ 埋め木　　・

　　・隠し釘打ち　　・釘頭埋め木　　・つぶし頭釘打ち　　・釘頭現し

・B種

　JAS 1083以外の製材

・

・

・化粧ばり造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材（塗装）

・ ・ ・

・ ・ ・

品名
樹種名

芯材 化粧薄板

施工

部位

・

・

・2等

※1等

※1等

・2等

寸法

(mm) 品質

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付け材面

化粧薄板

・3面　・4面

・1面　・2面

・1面　・2面

・3面　・4面

　　・ JAS 1152以外の造作用集成材Ｇ

施工部位 樹種名
品質 材面数

見付け材面
含水率

・3面　・4面

・1面　・2面

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・

・

寸法(mm)

・

※15％以下

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

・ ・

※15％以下

・

・

・ ・

・1面　・2面

・3面　・4面

品質 材面数

見付け材面
含水率

化粧薄板の

厚さ(mm)

寸法

(mm)化粧薄板芯材
施工部位

樹種名

施工部位

・無し

　・1等

・ ・ ・ ・・

　・2等

　・3等

・行う

・行わない
・ ・ ・

表面の化粧加工

　・天然木化粧加工

・有り

・

　・塗装加工

寸法(mm)品名 防虫処理

　造作用単板積層材   <10.2.1(4)>

  <10.2.1(5)>

　　・ JAS 3079に基づく直交集成板Ｇ

　直交集成板 

施工部位

　　・ JAS 0701以外の造作用単板積層材

表面の化粧加工

　・天然木化粧加工

・有り

　・塗装加工

防虫処理 含水率

・ ・・ ・ ・ ・

・行う

・行わない

※14％以下

・
・無し ・・

寸法(mm)

・

・

・

・

・同一等級構成直交集成板

・異等級構成直交集成板
・

品名
強度等級
(曲げ性能
構成区分）

接着性
能(使

用環境)

・ ・ ・

樹種名

・A種構成

・B種構成

種別(ラミ

ナの構成)

ラミナの
等級区分機
による等級

・1等

・2等

ラミナの樹種
群等級(目視
等級区分)

・ ・ ・ ・

・ C

・ A

・ B
・ ・

寸法

(mm)

施工

部位

合板   <10.2.1(6)>

　下地用合板

単板の
樹種名

・・

・

・広葉樹

　※2等以上

　・

・針葉樹

　※C-D以上

　・

板面の品質

・ ・・・

・

施工部位

・普通合板

・普通合板(防虫処理)

品名 接着の程度

※1類

・2類

※5.5

・

厚さ
(mm)

施工部位

・・ ・

・化粧ばり構造用合板

・化粧ばり構造用合板(防虫処理)

・化粧ばり構造用合板(さね加工)

・

・

厚さ
(mm)

・

単板の
樹種名

・

品名

施工部位 品名

　　・ JAS 0233に基づく構造用合板Ｇ

・構造用合板

・構造用合板(防虫処理)

・構造用合板(さね加工)

・・ ・ ・

単板の
樹種名

・

※C-D以上
・

・ ・

・特類

・1類

※12

・

厚さ
(mm)

板面の
品質

強度等級
曲げ性能

（注）　屋外又は常時湿潤状態となる場所は特類とする

・

・

・

・1級

※2級以上

接着の
程度

・1類

・2類

施工部位

・

・

・

厚さ
(mm)

・

品名

　　・ JAS 0233に基づく天然木化粧合板

化粧板に使用する
単板の樹種名

・ 天然木化粧合板（片面）

・ 天然木化粧合板（両面）

・ 天然木化粧合板（防虫処理）

・・　　　・

・・

接着の
程度

・1類

・2類

品名 (注) 表面性能
施工

部位

化粧板に使用する 接着の

程度　単板の樹種名

厚さ

(mm)

・

・ ・　

・特殊加工化粧合板　

・特殊加工化粧合板（防虫処理）

・ ・

・特類

・1類

・ ・

・F　・FW

・W　・SW

・

・プリント

・塗装

・オーバーレイ

化粧加工の方法

・ ・

（注）　屋外又は常時湿潤状態となる場所は特類とする

　　・木だぼは、<4.2.7(2)(ｲ)(e)>「材料」による

　　　・鋼製だぼは、木造標準仕様書8.2.4(ｱ)(ｂ)による

　　・ JAS 1152に基づく化粧ばり造作用集成材Ｇ

　　※木造標準仕様書10.2.1(1)(ｳ)による

<10.2.1><表10.2.1><表10.2.2>

　　・  JAS 1152以外の化粧ばり造作用集成材 Ｇ

　　・ JAS 0701に基づく造作用単板積層材Ｇ

　　・ JAS 0233(合板)に基づく普通合板Ｇ

　　・ JAS 0233に基づく化粧ばり構造用合板Ｇ

接着の
程度(注)

　　・ JAS 0233に基づく特殊加工化粧合板
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施工部位

・

・

・

種類
表裏面の状態
による区分　

・

・ ・

・

※13タイプ

・18タイプ

曲げ強さに
よる区分

・

耐水性による区分

※耐水1（Mタイプ）

又は耐水2（Pタイプ）

・

厚さ
(㎜)

・9

※15 

　　・ JAS 0360に基づく構造用パネルＧ

　　・ JIS A 5905に基づくＭＤＦ

難燃性に
よる区分

・ ・

・難燃

　2級

・難燃

　3級

・

曲げ強さ
による区分

・・ ・

・耐水1

　(Mタイプ)

・30タイプ

・25タイプ

・15タイプ

・ 5タイプ

施工
部位

構造用、普通
ＭＤＦの区分

・無研磨板

・ ・

・研磨板

・塗装

・単板オーバーレイ

・普通ＭＤＦ

・構造用ＭＤＦ

厚さ
(mm)

耐水性に
よる区分

・プラスチック

　オーバーレイ

・

接合具等  　  <10.2.2>

　・ 造作材の化粧面の釘打ち

釘等

・ ・

品名

・・

厚さ(㎜)

・

・

施工部位

（注）

・内部開口部回り 内部出入口木製建具回り木製枠 <10.6.1>

・枠材の樹種名及び寸法は下表による

・

・ ・・

施工部位（適用部材）

・

・

材料名

・構造用合板

・パーティクルボード

※普通合板

・下地用床材

・

厚さ(mm)

内部窓回り

・窓枠材の樹種名及び寸法は下表による

<10.6.2>

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・窓の組立枠類

・内部床回り 内部床下地 <10.7.1>

・下地用床板は下表による

・ ・

・ ・

・ ・・

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・開き出入口枠

・引違い出入口枠

・片引き出入口枠

・出入口枠

・戸当たり

（注）　 水平剛性を確保する構造用合板の上に、二重張り用合板を設ける場合

内部床板張り <10.7.2>

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・床板に使用する製材の樹種名及び寸法は下表による

・

上がりかまち  <10.7.3>

・床板に使用する製材の樹種名及び寸法は下表による

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・

・屋根断熱工法

屋根下地　 <10.4.2>

・樹種名及び寸法は下表による　

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

軒天井下地  

・樹種名及び寸法は下表による　

<10.4.3>

・野縁受け

・野縁

・ ・・下地板

・ ・・

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・瓦棒葺屋根用心木

・通気垂木

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・下地材

・受材

・

外部出入口木製建具回り木製枠 <10.5.2>

・ ・

・ ・

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・枠材の樹種名及び寸法は下表による

・開き出入口枠

・引違い出入口枠

・片引き出入口枠

・出入口枠

・

・

・下枠の材料は下表による　

施工部位

・

・

・

・ステンレス製

・花こう岩
・

・

・

・

・

・

厚さ(mm)

※2.0以上 ・図示による

・図示による※40以上

形状材質、種類

外部額縁材　

・樹種名及び寸法は下表による

<10.5.3>

・外部開口部回り アルミニウム製建具、樹脂製建具及び木製建具回り <10.5.1>

・窓及び出入口の取付け下地材及び受材の樹種名及び寸法は下表による

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

・

樹種名 寸法(mm)

・ラス下地板、下地用合板

　　・ラス下地板の樹種名、寸法等は下表による

・

・

・

・

※12

・

・ ・ ・

※75 ・NZ ・50

・65

・

施工部位（適用部材） 樹種名

・・

寸法(mm)

・

・適用する

・適用しない

ラス下地板

　留付け釘

寸法

・ ・

下地用合板の留付け釘

厚さ 種類幅

・ ・ ・

寸法（㎜）

・適用する

・適用しない
・ ・ ・ ・

施工部位（適用部材） 防腐・防蟻処理
間隔(mm)種類

・下地用合板の留付け等

・通気胴縁の樹種名、寸法等は下表による

・

・

施工部位（適用部材）

・

樹種名

※杉

防腐・防蟻処理

・

・適用する

・適用しない

・

幅(mm)

※45以上

・

厚さ(mm)

※18以上

寸法(mm)

・通気金物の材質、形状及び寸法は下表による

施工部位（適用部材） 材質 形状

・ ・・・

外壁通気構法下地

・通気胴縁工法

<10.8.2>

通気胴縁接合具及び

留付け間隔 ・

※木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(c)による

・

　・縦通気胴縁工法

　　・積雪地域の補強胴縁

補強方法及び補強高さ

・
補強方法及び補強高さ

　・横通気胴縁工法

　　・胴縁間隔（　　　　　　　）

　　・積雪地域の補強胴縁

外壁板張り <10.8.3>

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・南京下見板張り (よろい下見板張り)

・下見板

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・横羽目板張り及び縦羽目板張り

・羽目板

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・押縁下見板張り(ささら子下見板張り)

・

・

・

・

・

・下見板

・押縁

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・付け土台

・雨押え

・目板付縦羽目板張り

外壁造作   <10.8.4>

・付け土台

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・羽目板

・目板

・ ・

・ ・ ・

・横目板

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・

・

・

・

・

・敷目板張り

・敷目板

・羽目板

（注）　 仕上材継目部、壁の出隅部及び入隅部では、通気胴縁の幅を90mm以上とする

・外壁回り 外壁下地材料 <10.8.1>

・胴縁の樹種名、寸法等は下表による 

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・雨押え

寸法(mm) 防腐・防蟻処理

・ ・ ・

・適用する

・適用しない
・ ・

施工部位（適用部材）

・

・

樹種名

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・ ・ ・

・見切り縁、笠木、外部周り縁

・見切り縁

・笠木

・外部回り縁

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・ 腕木ひさし (しころひさし)

・腕木

・出し桁

・垂木掛

・垂木

・破風板(垂木形)

・広小舞登りよど

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・化粧野地板

・野地板

・雨押え

（注）　 えぶり板の繰形は図示による

内壁板張り   <10.9.2>

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・

・

・

・

・

・霧除けひさし

・持送り板

・ひさし板

・横羽目板張り　　・縦羽目板張り

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・羽目板

施工部位（適用部材）

・ ・

・ ・

・

樹種名 寸法(mm)

・敷目板張り

・敷目板

・ ・

・

寸法(mm)

・胴縁

間隔(mm)施工部位（適用部材）

・

・

・

・

樹種名

・内壁に木下地を設ける場合の胴縁

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・

・

・

・

・

・目板付縦羽目板張り

・目板

・羽目板

ひさし  <10.8.5>

・陸ひさし

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・持出し板

・鼻隠

・広小舞登りよど

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・野地板

・化粧天井板

・雨押え

・ ・

・

寸法(mm) 間隔(mm)施工部位（適用部材）

・

・

・

・

樹種名

内部造作  

・幅木

<10.9.3>

・幅木

・内部壁 内壁下地  <10.9.1>

天井下地   <10.9.4>

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・吊木受け

・吊木

・野縁受け

・野縁

・板野縁

・

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・

・

・

・

・

・回り縁

・回り縁

・二重回り縁

・耐水2

　(Pタイプ)

　 構造用MDFは無研磨板、研磨板を適用する

諸金物形状及び材質

  ※木造標準仕様書10.2.2(2)による

　・下表による

  ホルムアルデヒド放散量

　　※ Ｆ☆☆☆☆　　・

接着剤

・

・

・

・

材質諸金物名称

・

・

寸法（㎜）

・

・

形状

・

・

・

施工部位（適用部材） 保存処理の性能区分

施工部位（適用部材）

　　・ 薬剤の塗布等

木材保存剤の種類

・

・・

・

・

・

　　・ 木造標準仕様書10.3.1(ｱ)（b）に基づく加圧式保存処理

・

・K2又はAQ3相当

・K3又はAQ2相当

・K4又はAQ1相当

・

・適用する

・適用しない

保存処理の性能区分 インサイジング施工部位（適用部材）

　　・ 薬剤の接着剤への混入

・

・

・

・K3又はAQ2

保存処理の性能区分施工部位（適用部材）

　・JAS 1083に基づく保存処理又は(公財)日本住宅・木材技術センターの優良木質建材等

　　認証制度に基づく保存処理

　適用部位（適用部材）（　　　　　　　　　）

防虫処理 <10.3.2>

・適用する 

・ ・・

　施工部位
（適用部材）

・

材料規格等

不燃材料 準不燃材料 難燃材料

・防腐、防蟻

　防虫処理等

防腐、防蟻処理 <10.3.1>

・工場における薬剤の加圧注入処理

・屋根回り 軒先、けらば回り <10.4.1>

・樹種名及び寸法は下表による

・適用する 

不燃処理木材等 <10.3.3>

　　・ 合板等の加圧注入等

施工部位（適用部材） 保存剤の種類 処理の方法

・ ・

・ ・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・登りよど

・面戸板

・

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・鼻隠

・ ・・破風板

・ ・・広小舞

　　　　※隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し　・

・

防腐・防蟻処理

　　・ JIS A 5908 に基づくパーティクルボード

表裏面の状態に
よる区分（注）

・二重張り用合板（注）

　　断熱材の種類、厚さは<20.2.2>「材料」による

※90以上(注)

※木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(ｈ)③による

※木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(i)③による

・えぶり板(注)　笠木

・ K2又はAQ3　・ K3又はAQ2  ・ K4又はAQ1

※JIS K 1571に適合する表面処理用木材保存剤
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木
工
事

公共建築木造工事特記仕様書（その7）

天井板張り <10.9.5>

・

・敷目天井板張り

・敷目板

寸法(mm)

・

・

・

・

樹種名施工部位（適用部材）

・和室の造作 柱  <10.10.1>

・ ・ ・

・適用する

・適用しない
・

・

・

樹種名 寸法(mm)
（適用部材）

施工部位 背割不要

処理製材

・

・打上げ天井板張り

・天井板

寸法(mm)

・

・

・

・

樹種名施工部位（適用部材）

・

寸法(mm)

・

・

・

・

樹種名施工部位（適用部材）

・塗込め貫

<10.10.3>

床回り    <10.10.4>

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・

・

・

・

・

天井回り   <10.10.5>

・竿縁天井板張り

・竿縁

・天井板

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・

・

・

・

・

・畳下地板、畳寄せ

・畳下地板

・畳寄せ

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・格縁

・鏡板

・

・

・

・

・

・天井吊木

・格縁天井板張り

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・敷居

・かもい

・無目

・一筋敷居

・一筋かもい

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・中敷居（中かもい）

・吊束

・付けかもい

・方立

・なげし

開口部回り   <10.10.2>

床の間回り  <10.10.7>

・格縁の面　　※大面取り 　 ・

・天井吊木(特殊吊金物)　　　・適用する　・適用しない

・天井　      ・竿縁天井板張り  ・格縁天井板張り

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

　・床の間

・床柱

・床がまち

・床板

・落し掛け

・ぞうきんずり

・薄べり床下地床板

・

施工部位（適用部材）

・ ・

樹種名 寸法(mm)

・ ・

・ ・

・

・

・

・・

　・床脇棚

・地板

・袋戸棚板

・壁付き片ふた束

・壁付き下げ束

・側板

・違い棚

・ ・

防
水
工
事

11 材料

施工

施工部位

・

・下地合板
構造用合板

JAS 0233 ※12

・

※12JAS 0233

普通合板

規格

・

・

・根太掛

・

・根太
・

※杉

・

・

施工部位 樹種名 寸法(幅×高さ)(mm)

・

・

※45×55程度

・

・

・

・

※K2

・

施工部位

・・

規格 厚さ（mm）

※ケイ酸カルシウム板 ※JIS A 5430 ※10
・下地合板の上

・ ・ ・

・

・

防火板の種類

<11.2.4(2)>

<11.2.4>

<11.2.2>

・適用する

・適用しない

・適用しない

・適用する

・下地用合板

　　防火板の設置

　水張り試験

　　・行う　　・行なわない

（mm）

厚さ

は材面の品質

表板の樹種又
防虫処理

防虫処理

防腐、防蟻、

　下地の構造

　　・鋳鉄製

　　・FRP系塗膜防水用ルーフドレン

　ルーフドレン

ＦＲＰ系塗膜防水

　　　・設置しない   ・設置する

材料

　種類及び施工箇所

・

・ ・

・

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

<11.3.2>シーリング・

　　　

シーリング材の試験

　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

　　　

材料

　防水テープ

　　両面粘着防水テープの幅

　　　

施工

　バルコニーの手すりの工法

　　・

　手すり壁に設けるアルミニウム製笠木

　　　笠木本体

　　　　　A6063S（普通級）とする

　　　　・

　　　付属品

　　　　※笠木本体の製造所の仕様による

　　　　・

　　表面処理　種別（　　　　）種

　　　色合等　・標準色（　　　　　　　）　　

　　　　　　　・特注色（　　　　　　　）　　

(14.7.2)

(表14.2.1)

<11.4.3>

<11.4.2>

<11.3.5>

　　材質その他

・ 透湿防水シート、防水

テープ及び改質アスフ

ァルトフェルト工事

　　・シーリング材表面に仕上げを行わない施工箇所

　　　（施工箇所：　　　　　・図示による）

　接着性試験

一般事項　　　

　防水層の下地（壁及び天井）

　　・

　下地処理

　　コンクリートの打継箇所の処理

　　　・

　　　・図示による

　　　・

<11.5.1>(9.6.4)

　　　※標準仕様書9.6.4(2)(ｱ)による

　　※コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書 表6.2.4 のB種）

・ ケイ酸質系塗布防水

12

石
工
事

石材の割付

 ・図示による　　・

  

天然石

備考

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・図示による

備考

・

・ ・ ・ ・ ・

・
※大理石

・花こう岩

※1.5～12 ・300×300

・400×400
・

テラゾブロック

その他の材料

　・セメントモルタル

　　　・取付け用モルタル

　　　　　※専門工事業者の指定する製品　　・　　　

　　　・既調合の目地モルタル

　　　　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　・石裏面処理材

　・裏打ち処理材

　　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　・金物の固定に使用する充填剤等

　　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　・浸透性吸水防止剤

(10.2.3)

箇所

施工

きさ(mm)

種石の大

区分(mm)

寸法による

げの種類

表面仕上

箇所

施工

種類

岩石の

及び寸法

形状

げの種類

表面仕上

げの有無

バフ仕上

<10.1.3>・ 施工

・ 石材等

種石

の種類

　　　

　　　

・ 床及び階段の石張り

床石張り

階段張り

目地

　一般目地

　　目地幅　　・　　mm

　　　　　　　・図示による　　・

　伸縮調整目地

　　位置　　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び他部位との取り合い部

　　　　　　・図示による

　シーリング材の目地寸法

　　　　　　・幅、深さとも10mm以上

　　　　　　・図示による

(9.7.3)(10.6.2)

　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

　石裏面処理　　　　　・適用する　　・適用しない

　裏打ち処理　　　　　・適用する　　・適用しない

　石裏面処理　　　　　・適用する　　・適用しない

　浸透性吸水防止剤　　・適用する　　・適用しない
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タ
イ
ル
工
事

・ 伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

・

・

・

・

規格名称　

※JIS G 3322 (塗装溶融55％アルミニウムー亜鉛合金

※屋根用コイル

塗膜の耐久性の種類　 ・　　　類

めっき付着量(表示記号)　

厚さ(mm)　

　金属板の種類

材料　

金属板 仕様

　

　

加工

<表14.3.1>

<14.3.2(2)>

<14.3.2>

　

　　　

　　　・亜鉛めっき処理された鉄製　　・ステンレス製　　・銅製

　留付け用部材　

　　屋根板の種類による固定釘等の材料

　一般部の葺き方、各部工法

※木造標準仕様書

　14.3.5(3)(ｱ)(c)

・図示による
一般部の

溝板、キャップの

留付け方法

留付け間隔

（瓦棒）・図示　　・

（瓦棒）・図示　　・
葺き方

各部工法

銅板以外の板

による屋根

銅板による

屋根

留付け間隔

銅板以外の板

による棟部分

銅板による

棟部分

軒先

雪止め

棟板の材質

棟覆い留付け間隔

通し付け子

棟留付け間隔

唐草留付け間隔

設置

・

（ 釘 ）・図示　　・

（ 釘 ）・図示　　・

（ 釘 ）・図示　　・

・図示　　・

・図示　　・

・図示　　・

・設ける　・設けない

心木あり瓦棒葺の工法

<14.3.3>

<14.3.4>

（間隔：mm）

<14.3.5>

<14.3.6>

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

　加工、一般部の葺き方、各部工法

・図示による　　・

・図示による　　・加工

一般部の葺き方

はぜの作り方

吊子の間隔

・図示による　　・

・図示による　　・

各部工法

吊子及び釘の留付け間隔

唐草留付け釘の間隔

雪止め ・設ける　　・設けない

（間隔：mm）

一般部の葺き方

　一般部の葺き方、各部工法

各部工法

・設ける　　・設けない

・図示　　・

・図示　　・

・図示　　・

・図示　　・

・図示　　・

雪止め

通し吊子留付け間隔

棟覆い留付け間隔

雨押さえ留付け間隔

雨押さえを設けない場合

の溝板留付け吊子の間隔

心木なし瓦棒葺の工法

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

・ 金属板葺

（間隔：mm）

<14.3.7>

<14.3.8>

　金属板の留付け

　　・通し吊子

　　　各部分の寸法　　・図示による　　・

　　・通し付け子

　　　釘留め間隔　　　・図示による　　・

平葺（一文字葺）の工法

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

樹種名 保存処理 (性能区分)

・ ・K3 又は AQ2　　　・

　　心木あり瓦棒葺に用いる心木材

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

立て平葺の工法

　　・適用する　　・適用しない

横葺の工法

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

　雪止め　　・設ける　　・設けない

　特殊工法

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　雪止め　　・設ける　　・設けない

　特殊工法　・適用する　・適用しない

　特殊工法　・適用する　・適用しない

唐草留付け間隔

（吊子）・図示　　・

板及びコイルの種類

　　　　　　　めっき鋼板及び鋼帯)

・桟

壁回り   

・塗込め貫

<11.2.4(9)>

　　　※50mm以上　　・

(10.6.2)(10.6.3)

(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

　　　　・図示による

(11.1.3)位置　　※標準仕様書　表11.1.1による

(9.7.3)(11.1.3)

材料等  

見本焼き　　・行う　　・行わない

試験張り　　・行う　　・行わない  

・

・

見本焼き、試験施工

セメントモルタル

によるタイル張り

(11.1.4)

(11.2.2)

寸法　　※標準仕様書9.7.3(1)による

　　　　・

形状寸法

（mm）

吸水率による区分

施

ゆ

う

無

う

ゆ

うわぐすり 役物 色 耐凍害性

Ⅰ

類

Ⅱ

類

Ⅲ

類

標

準

特

注

有

り

無

し

有

り

無

し
り性

耐滑
備考種類

施工

箇所

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

張付け用材料等 (11.2.3)

　・既調合モルタル　　・

14

屋
根
及
び
と
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工
事

材料・ 下地及び下葺 <14.2.2>

<14.2.3>

<14.2.2(2)>

　　・アスファルトルーフィング940

　　　　※一般タイプ

　

工法

　下葺

　　※改質アスファルトルーフィング下葺材

　下葺材料

　　壁面取合い部の下葺材張りに必要な下地

　　　　・複層基材タイプ

　　　　・粘着層付タイプ

　改質アスファルトルーフィングの積雪寒冷地対策

　　・行う　　・行わない

・図示による　　・

・図示による　　・下地材の種別　

形状等　

・掛軸用金物　・設置する      　・設置しない

　　※木造標準仕様書11.4.3(2)(ｹ)による

　　　　※押出型材は、JIS H 4100（アルミニウム及びアルミニウム合金の押出型材）に基づく

　　標準仕様書9.6.4(2)(ｲ)及び(ｳ)以外の下地処理

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)　　

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)　　

石材の厚さ　　床(　　mm)　　階段(　　mm)

　※下表以外は、木造標準仕様書 表11.3.1 による
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屋
根
及
び
と
い
工
事

公共建築木造工事特記仕様書（その8）

　折板の断熱材張り　・行う　　・行わない

　　断熱材の種別

　　　※<20.2.2>「材料」による

材料

　JIS A 6514に基づく折板

形式　 ・重ね形　　・はぜ締め形

・

（　　　）種

・適用する　　・適用しない

山高、山ピッチ

による区分

・

・

山高

山ピッチ

耐力による区分

材料による区分、種類

厚さ(mm)

軒先面戸板

<14.4.2>

<表14.3.1>

・

※鋼板製（・　　　　）　　・

折板葺 材料

　・といその他

材種 外径(mm) 厚さ(mm)

・ ・

・

・硬質ポリ塩化ビニル管

・配管用鋼管

表面処理鋼板の種類

　ニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

　び鋼帯）

　ムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

・

　及び金属帯）

裏面塗膜表面塗膜

材質その他厚さ

(mm)

A種、被覆原板はSGの

両面被覆品とする
・

・ ・ ・

　・銅板といの板厚

　　　谷とい

　　　　※0.4mm　　・

　　　その他のとい

　　　　※0.35mm　 ・

　多雪地域の軒どいの取付け

　　・適用する　　・適用しない

　

といの加工及び取付け

　硬質塩化ビニル製集水器の形等

　あんこうの形等

　　・図示による　　　　　・

　　・図示による　　　　　・

<14.8.3>

<表14.8.1>

<14.8.2>・ とい

15

金
属
工
事

・ 表面処理　

種別 施工箇所（成型板、笠木、建具以外） 色合い等

・AB-1種

・AB-2種　

・AC-1種　

・AC-2種　

・BA-1種

・BA-2種　

・BB-1種

・BB-2種　

・BC-1種　

・BC-2種　　

　・常温乾燥形の塗装の場合　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※二次電解着色　　・三次電解着色

アルミニウム及びアル

ミニウム合金の表面処

理

(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.1)

・C種　

陽極酸化皮膜の着色方法

16

左
官
工
事

　　

　　

　　

　　

　　

　　

材料　　

　せっこうボード、せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ　　

　　・せっこうボード　　　　種類（　　　　　　）　厚さ（　　　　mm）　　

　　・木質系セメント板　　　種類（　　　　　　）　厚さ（　　　　mm）　　　　

　　・せっこうラスボード　　種類（　　　　　　）　厚さ（　　　　mm）　　　　

建築基準法に基づく耐力壁の指定　　

　・無し　　・有り（　　　　　）　　

材料　　

　木ずり用小幅板の材種　　※杉（心去り材）　　・　　

モルタル　　・現場調合材料　　・既調合材料　　

既製目地材　　

　　　　　　　形状（・図示による　　・　　　　）　　　　

　・設ける　　施工箇所（　　　　　　　　　　　）　　

　・設けない　　

のボード下地

・ せっこうボードその他

・

・

・

　　

　　

　　

下地の種類　　

　・標準仕様書 15.10.1 による場合以外の下地への適用　　

　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

材料　　

　・既調合しっくい　　

　　色しっくい　　・適用する　　・適用しない　　

　・現場調合しっくい　　

調合及び塗厚　　

　既調合しっくい　　　※標準仕様書 15.10.3(1)による　　

　　　　　　　　　　　・　　

　現場調合しっくい　　※標準仕様書 15.10.3(2)による　　

　　　　　　　　　　　・　　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法　　

　・押え仕上げ　　・なで仕上げ　　・パターン仕上げ　　

　　

　　

　　

床の目地　　

　　　　　　　　　　　・　　

　・設けない　　

　・設ける　　目地割　　※2㎡程度（最大目地間隔 3m 程度）　　

こまい下地

木ずり下地

モルタル塗り

(15.10.1)

(15.3.5)

(15.3.2)

(15.2.7)

(15.2.6)

(15.2.5)

・ しっくい塗り

(15.10.2)

(15.10.4)(表15.10.5)

　　

　　

　　

　　

材料　　

　土壁用の、のりの種類　　

　　※つのまた　　・ふのり　　・ぎんなんそう　　・粉末海藻　　

　砂壁用の、のりの種類　　

　　※ふのり　　・つのまた　　・こんにゃくのり　　・にかわ　　

　　・合成高分子系混和剤　　

　色土の種類　　・土物仕上げ（　　　　　）　　

　　　　　　　　・大津仕上げ（　　　　　）　　

　色砂の種類　　・天然砂と岩石の砕砂　　

　　　　　　　　・人工的に着色、製造したもの　　

調合　　下塗りの調合　　

　　　　　・　　

　　

　　

　　

　　

塗厚　　※標準仕様書　表15.11.8 による　　・　　

　　　　・図示による　　・　　

工程　　こまい壁　　※A種　　・B種　

土物仕上げ工法　　

　・土物仕上げ工法　　

　　　・水こね土物１工法　　　・水こね土物２工法

　　　・のりさし土物工法　　　・のりごね土物工法

　・砂壁仕上げ工法　　

　・切返し仕上げ工法　　

　ちりじゃくり　　・図示による　　・　　

大津仕上げの工法　　

　・普通大津仕上げ工法　　・大津みがき仕上げ工法　　

　ちりじゃくり　　・図示による　　・　　

(15.11.2)

(15.11.3)

(15.11.4)

(15.11.5)(表15.11.9)

(15.11.7)

(15.11.8)

・ こまい壁塗り
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建
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・

・

　　

防火戸

　

建具見本の制作

　・行う（建具符号：　　　　）　　・行わない　　

　・行う（建具符号：　　　　）　　・行わない　　

特殊な建具の仮組

・適用する（適用箇所：・建具表による　・　　　　）　　

・適用しない

性能値等（建具符号、枠の見込み寸法は建具表による）

　耐風圧性等級、機密性等級、水密性等級

　・防音ドア、防音サッシ

表面処理

　外部に面する建具　　

　屋内の建具

　　種別　　・BBー1種　　・BBー2種　　

　　種別　　・BCー1種　　・BCー2種　　

　　着色　　・標準色　　・特注色

　　着色　　・標準色　　・特注色　　

ステンレス鋼板の種類　　

結露水の処理方法　　・図示による　　・　　

水切り板、ぜん板　　・図示による　　・

木下地の内付け建具

　・適用する（建具の製造所の仕様）　　・適用しない

　

　

・建具表による　　　・

　防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等

　　・建具表による　　・

防犯建物部品

(16.1.3)

(16.1.4)

(16.1.4)

(16.1.6)

(16.2.2)

(16.2.4)

(表14.2.1)

(表14.2.1)

(16.2.3)(16.6.3)

(16.2.4)(16.4.4)

(16.2.4)

(16.2.5)

見本の制作等・

防虫網の材料

性能値等（建具符号、枠の見込み寸法は建具表による）

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級

　

　・防音ドア、防音サッシ　

　　　遮音性の等級（・T-1　　・T-2）　

　　　　　・Ｈ-4　　・Ｈ-5　　・Ｈ-6　　・Ｈ-7　　・Ｈ-8　

　　　・　

　外部に面する建具　

ガラス　　※複層ガラス　　・　

ステンレス製くつずりの仕上げ　

　※ＨＬ　　・　

表面色　　・標準色　　・特注色　

水切り板、ぜん板　

　・図示による　　　　・　

木下地の内付け建具　

　・適用する（建具の製造所の仕様）　　　・適用しない　

・ アルミニウム製建具

・

・ 樹脂製建具

網戸等

(16.2.5)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.3.4)

(16.3.4)(16.2.4)

(16.3.3)

(16.3.2)

(16.2.3)

　

・

種類 材質 線径 網目

・
・防虫網

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・ステンレス（SUS316）製

※0.25mm以上
※16～18

　メッシュ

　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ

ステンレス製くつずりの仕上げ

　※ＨＬ　　　・

　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ　

・ 鋼製建具 (16.4.2)性能値等（建具符号は建具表による）　

材料

・

・

・

区分

製法

形状

寸法

・

・

・行う　　　　・行わない

産地

役物瓦の種類

雪止め瓦

凍害試験

　JIS A 5208に基づく粘土瓦

　瓦桟木

材質 寸法(幅×高さ(mm))

※杉　　・ ※21×15以上　　・

材質 寸法(幅×高さ(mm))

※杉　　・ ※40×30以上　　・

　棟補強用心材

<14.5.2>

<14.5.2(1)>

<14.5.2(2)>

<14.5.2(3)>

　棟の工法

　　・冠瓦伏せ棟　　　・のし積み棟

　　　　・モルタル　　・瓦葺き用しっくい

　棟補強等に使用する金物等

　　　面戸、雀口及び葺土の露出する瓦接合部の仕上げ

材料

　JIS A 5423 に基づく屋根スレート

　　・留付け工法（　　　　　　　　　）

工法

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

　雪止め

　　・設ける　　　・設けない

　　

材料

　アスファルトシングル

色彩（着色）

・平形

・波形

・適用する

・適用しない

種類
寸法

（全長×全幅）(mm)
棟・けらば役物

・
※図示による

・

品質 形状 色調 寸法(mm)

・ ・ ・ ・

<14.5.3>

<14.6.2>

<14.6.3>

・ 粘土瓦葺

・ スレート葺

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

工法

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

　瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値

　　・（　　　　　mm）

　木材以外の野地板材料及び留付け工法

　　・野地板材料（　　　　　　　　　）

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・ ・・

種類 径(mm) 長さ(mm)

　瓦緊結用釘又はねじ <14.5.2(4)>

材質 形状 寸法(mm) 留付け方法

・ステンレス製又は溶融亜鉛

・ ・ ・

・図示による ・図示による ・図示による

　めっき処理を行った鉄製

工法

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　軒先、けらば等に曲面を設ける場合

　　※半径500mm以上　　　 ・

　雪止め

　　・設ける　　　・設けない

<14.7.2>

<14.7.3>

・使用する　　・使用しない

　

　１章「法令等の適応区分」による風圧力の

工法

　タイトフレーム留付け下地

　　材質、形状寸法

　　　・図示による　　・

　耐雪性能に対応した工法の適用

　　・適用する　　　　・適用しない

　折板のけらば納め

　　※けらば包みによる方法　　　・

　雪止め

　　・設ける　　　　　・設けない

<14.4.3>

　（・1.0　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

シングル葺

・ アスファルト

　　　　　　　種類　　　※押し目地　　・　　

　　　　　建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合　

　※外部に面する建具の種別は標準仕様書 表16.2.1、表16.2.2による

　　・建具表による　　・図示による

　　　遮音性の等級（　　　　）

　　　断熱性の等級（　　　　）

　※外部に面する建具の種別は標準仕様書 表16.3.1、表16.3.2による

　　・建具表による　　・図示による　

　　　※外部に面する建具の断熱性の等級は、標準仕様書 表16.3.3による

　　日射熱取得性の等級（　　　　　　）　

(16.4.3)(16.6.3)

(表16.2.1)

　

　

　

　

　

　　

　　

　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

点検口の類のくつずりの材料　　・　　

鋼板類の厚さ（mm）　　

　・　　

ステンレス製くつずりの仕上げ　

　※HL　　・　

標準型鋼製建具の有効内法寸法　

　・建具表による　　・　

性能値等（建具符号は建具表による）　

　・耐震ドア　

　・防音ドア、防音サッシ　

　・簡易気密型ドアセット　

鋼板の種類　　

　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板　　・カラー鋼板　　

　・ステンレス鋼板　

ステンレス鋼板の種類　

　・　

召合せ、縦小口包み板の材質　　※鋼板　　・　

戸の心材　

　防音性能を求める場合の充填剤　

　　・グラスウール　　・ロックウール　

鋼板の厚さ（mm）　

　※標準仕様書 表16.5.1 による　

ステンレス製くつずりの仕上げ　　

　※ＨＬ　　・　　

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法　　

　・建具表による　　・　　

(16.5.6)(表16.4.5)

(16.5.4)(16.2.4)

(16.5.3)

(16.5.3)

(16.5.3)(16.6.3)

(16.5.3)

(16.5.2)

(16.4.4)(表16.4.5)

(16.4.4)

(16.4.4)

(16.4.3)

　

　ステンレス鋼板の種類　　

　

　　・　

　・耐震ドア　

　・防音ドア、防音サッシ　

　

　

性能値等（建具符号は建具表による）　

　　　・外部に面する建具の耐風圧性　

　　　・　

ステンレス鋼板の種類　　

　

　　・　

　・耐震ドア　

　・防音ドア、防音サッシ　

　・簡易気密型ドアセット　

　　　　　・S-4　　・S-5　　・S-6　

表面仕上げ　　※ＨＬ　　・　

ステンレス製くつずりの仕上げ　

　※ＨＬ　　・　

ステンレス鋼板の曲げ加工　

　※普通曲げ　　・角出し曲げ　

・ 鋼製軽量建具

・ ステンレス製建具

(16.5.4)

(16.6.4)(16.2.4)

(16.6.4)

(16.6.3)

(表16.2.1)

(16.6.2)

(16.6.5)

　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ　

　※標準仕様書 表16.4.2 による　　

　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ　

　・図示による　　

　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ　

　・外部に面する建具の耐風圧性　

　　　・Ｓ-4　　・Ｓ-5　　・Ｓ-6　

　・簡易気密型ドアセット　

　　　面内変形追随性の等級（　　　　　　）　

　　　遮音性の等級（　　　　　　）　

　　　断熱性の等級（　　　　　　）　　

　　　面内変形追随性の等級（　　　　　　）　

　　　遮音性の等級（　　　　　　）　

　　　断熱性の等級（　　　　　　）　　

　　　面内変形追随性の等級（　　　　　　）　

　　　遮音性の等級（　　　　　　）　

　　　断熱性の等級（　　　　　　）　　

・JIS G 3318（塗装溶融亜鉛ー5％アルミ

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウ

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及

・JIS K 6744（ポリ塩化ビニル被覆金属板

(15.10.3)(表15.10.1～表15.10.4)

　　　　　※標準仕様書　表15.11.2 による　　

　※SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　　　・

　　・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　・E種

　　・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　・E種　

　※SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　

　※SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　　

　※SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　　
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公共建築木造工事特記仕様書（その9）

　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

建具材の加工、組立時の含水率　

　※Ａ種　　・Ｂ種　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　

　※F☆☆☆☆　　・　　

枠、くつずりの材料　　

　・建具表による　　・　　

・フラッシュ戸　　

　　表面材の合板の種類　　

(16.7.2)(表16.7.2)

(16.7.2)

(16.7.2)(表16.7.1)

　　表面材の材料のホルムアルデヒド放散量　

　　表面板の厚さ　

　　　・召し合せかまち（・いんろう付き　　・いんろうなし）　　

・かまち戸　　

・ふすま　

　　種別、工法　　　・Ⅰ型　　　　・Ⅱ型　

　　上張りの種類　　・鳥の子　　　・新鳥の子　　・ビニル紙程度　

　　縁仕上　　　　　・塗り縁　　　・生地縁（素地）　

　　見込み寸法　　　※19.5mm　　　・建具表による　　・　

・戸ぶすま　　

　　表面材の種類、品質等（　　　　）　　

　　上張りの種類　　・鳥の子　　　・新鳥の子　　・ビニル紙程度　　

・紙張り障子　

　　見込み寸法　　　※30mm　　　　・建具表による　　・　　

　　見込み寸法　　　※30mm　　　　・建具表による　　・　　　

(16.7.2)

(16.7.2)

(16.7.3)

(16.7.3)(表16.7.7)

　

　　

　

　

　

　

　

　

金物の種類、見え掛り部の材質等　

　※標準仕様書 表16.8.1 及び適用（備考欄の特記事項も含め）は、建具表による　

　・　

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　

　※標準仕様書 表16.8.2 による　　・　

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　　　

木製建具に使用する戸車及びレール　　

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　

・ 木製建具

・

(16.7.4)

(16.8.3)

(16.8.2)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

合板の種類 表面材の品質等 備考

接着の程度

　・

　※水掛り箇所1類、その他2類以上

板面の品質　※広葉樹1等　　・

・（　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度

　・

　※水掛り箇所1類、その他2類以上

・（　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度

　・

　※水掛り箇所1類、その他2類以上

・（　　　　　　　　　　　　　　）

ファイバーボード　

・ミディアムデンシティ　

表裏面の状態による区分（　　　　）

曲げ強さによる区分（　　　　　　）

耐水性による区分（　　　　　　　）

難燃性による区分（　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　）

・普通合板 Ｇ

・天然木化粧合板 Ｇ　

・特殊加工化粧合板 Ｇ　　

（ＭＤＦ）Ｇ　

　　引戸の定規縁　　

　　かまち樹種（　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　）　　

　　見込み寸法　　※36mm　　・建具表による　　・　　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　・建具表による　　・　

マスターキー　　・制作する　　　　・制作しない　

鍵の制作本数　　※各室3本1組　　　・　

鍵箱　　　　　　※鋼製の既製品　　・　

性能・機構　

　自動ドア開閉装置の性能　

　　駆動装置の性能　

　　　※引き戸用駆動装置の場合、標準仕様書 表16.9.1 による　

　　　　　防錆　　・適用する　　・適用しない　

　　　・　

　　車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能　

　　　※標準仕様書 表16.9.2 による　　

　　　　　防錆　　・適用する　　・適用しない　　

　　　・　　

　　検出装置の性能　

　　　※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書 表16.9.3 による　　

　　　　　防錆　　・適用する　　・適用しない　　

　　　・　

　　　・適用する　　・適用しない　

　凍結防止装置　

　引き戸用検出装置の種類　

　　種類　　・光線（反射）センサー　　・熱線センサー　

　　　　　　・音波センサー　　　　　　・光電センサー　

　　　　　　・電波センサー　

　　　　　　・タッチスイッチ　

　　　　　　　　・無線式タッチスイッチ　

　　　　　　　　・光電式タッチスイッチ　　

　　　　　　・押しボタンスイッチ　

　　　　　　・車椅子使用者用便房用操作スイッチ　

　　　　　　　　・大形（開・閉）押しボタンスイッチ　

　　　　　　　　・非接触スイッチ　

・

・ 自動ドア開閉装置

鍵

(16.9.2)

(16.8.4)

　戸の開閉方法　　・図示による　　・　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

性能　

　※標準仕様書 表16.10.1 による　　・図示による　　

形式及び機構　　

　シャッターの種類　　

　　・管理用シャッター　　

　　・外壁用防火シャッター　　　

　　・屋内用防火シャッター　　

　　・防煙シャッター　　

　外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度（　　）Pa　

　　※電動式（手動併用）　　・手動式　

　安全装置の設置箇所　

　　急降下制御装置又は急降下停止装置の設置個所　

　　　・図示による　　・　

　　障害物感知装置の設置個所　　・図示による　　　・　

　　危害防止機構の設置個所　　　・図示による　　　・　　

　管理用シャッターのシャッターケース　

　・設ける　　・設けない　

材料　

　スラット及びシャッターケース用鋼板　

　　鋼板の種類　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）　

　　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）　　

　ステンレス鋼板の種類　　

・ 自閉式上吊り引戸装置

(16.11.2)

(16.11.2)

(16.10.3)

形式及び機構　　

　開閉形式　

　　※手動式　　・電動式（手動併用）　

　耐風圧強度（　　）Pa　

　電動式の場合の安全装置　

　　急降下停止装置　

　　　・設置する（・図示による　・　　　　）　　・設置しない　

　　障害物感知装置の設置個所　　・図示による　　・　

材料　

　スラットの材質の種類　

　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）　

　　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）　　

　スラットの種類　

　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形　

区分、材料　　

電動式の場合の障害物感知装置の設置箇所　

　・図示による（　　　　　　　）　

適用は次のよるほか、ガラスの種類、厚さの組合せは建具表及び図示による。　

・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　　

・型板ガラスの厚さによる種類　

・網入板ガラス及び線入板ガラス　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　　

・合わせガラス　

　材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、合わせガラスの合計厚さ、特性による種類　　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　　　

・強化ガラス　　

　形状による種類、材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類、特性による種類　　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　　　　　

・熱線吸収板ガラス　　

　板ガラスの種類、厚さによる種類、性能による種類　

・複層ガラス　

　材料板ガラス、厚さの組合せ、複層ガラスの厚さ、断熱性による区分、

　日射取得性及び日射遮蔽性による区分、封入気体の種類　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　　　　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　　　　　

・熱線反射ガラス　

　材料板ガラスの種類、厚さによる種類、日射熱遮蔽性による区分　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　　　　　

・倍強度ガラス　

　材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類　

　　・図示（※建具表　・　　　　）による　　・　　　　　

ガラスの留め材及び溝の大きさ　

　

　

　

　

ガラス端部で枠にのみ込まない部分の小口加工

　・建具表による　　・　

・ 重量シャッター

・

・ オーバーヘッドドア

軽量シャッター

(16.14.2)

(16.13.2)(16.13.3)

(16.12.4)

(16.12.3)

(16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.2)

開閉方式に

よる区分

収納形式に

よる区分 ルの材料

ガイドレー

※スチールタイプ

・アルミニウムタ

　イプ

・ファイバーグラ

　スタイプ

風圧力

区分

（Pa）

セクション材

料による区分

・50

・75

・100

・125
※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形
・ステンレス鋼板

　　

　

　

　

　

　

アルミニウム製　

樹脂製　　

鋼製及び鋼製軽量　　

ステンレス製　　

建具の種類

※グレイジングチャンネル

・シーリング材

※押縁及びグレージングガスケット

・

・

・シーリング材

・シーリング材

・

ガラス留め材 ガラス溝の大きさ（mm）

※建具の製造所の仕様による

・

※建具の製造所の仕様による

・

※建具の製造所の仕様による

・

※建具の製造所の仕様による

・

・ ガラス

(16.14.4)

(16.11.2)

(16.11.3)(16.6.3)

(16.11.3)

　網又は線の形状、板の表面の状態、厚さの呼びによる種類　

　材料等　・ ガラスブロック積み (16.14.5)

建
具
工
事

建具用金物

(16.9.2)

(16.9.2)(表16.9.4)

　鋼板

※溶融亜鉛めっき

95

95

・

・

・

・

　 ・ ・

表面形状 呼び寸法
色　調

乳白クリア 平積み

目地幅（mm）

曲面積み

厚さ

（mm）

伸縮調整

目地位置

・長方形

・160×160

・200×200

・正方形 ※8～15　

・　

・ ・ ・ ・

外側

内側

※6以上

・

※15mm以下

・

※6m以下ごとに幅10～25mm

・図示による

・

　壁用金属枠及び補強材　

　　・設ける（形状　・図示による　　・　　　　　）　

　　・設けない　　

　力骨　　

　　寸法　※径5.5mm　　・　　

　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　　・　　

　

　シーリング材の種類　（　　　　　　　　　　　）　

　金属製化粧カバー　

　　材質　・ステンレス製　　・アルミニウム製　

　　寸法　・図示による　　　・　

　　形状　・図示による　　　・　　

工法　 (16.14.5)

　木下地の場合の壁用金属枠のアンカー等の留付け間隔　

　　・　　mm（450mm以下）　

　目地部の横力骨の納り　

　　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示による　

18

塗
装
工
事

・ 屋外で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　

材料

　※F☆☆☆☆　　・　

・防火材料　

　　・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする　

　　・次の箇所を除き防火材料とする　

　　　（箇所　　　　　　　）　

種別　

※A種　・B種

工程の種別

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※A種　・B種

※B種　・A種

標準仕様書 表18.3.6

標準仕様書 表18.3.6

標準仕様書 表18.3.4

標準仕様書 表18.3.4

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼板

As種

※Bs種　・As種

※Az種　・Bz種

Bz種

Cz種

Bz種

Cz種

※Bz種　・Az種

As種

※Bs種　・As種

SOP

EP-G

SOP

EP-G

2、3回目　Ds種

1回目　　 Cs種

2、3回目　Ds種

1回目　　 Cs種

SOP

EP-G

SOP

EP-G

見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具等

鋼製建具以外

下地面等

・ 錆止め塗料塗り

　

木部

　

鉄鋼面

　

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びせっこうプラスター面

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種　・C種

※C種　・A種　・B種

・A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

耐候性塗料塗り（DP）の場合

上記以外の場合

下地面等 種　別

種別　・ 素地ごしらえ

・

塗　装

※A種　・B種

※B種　・A種

種　別

・合成樹脂調合ペイント塗　

　り（SOP）

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面、モルタル面等

木部

屋内の鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

・クルヤラッカー塗り（CL）

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（NAD）

※B種　・A種

コンクリート面及び押出成型セメン

ト板面

・合成樹脂エマルションペイント塗り（EP）

・ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

・ピグメントステイン塗り

・木材保護塗料塗り（WP） 屋外

屋内

・耐候性塗料塗り（DP）

・つや有合成樹脂エマルシ

　ョンペイント塗り（EP-

　G）

※B種　・A種

標準仕様書 表18.4.3

※B種　・A種

標準仕様書 表18.7.1

標準仕様書 表18.7.2

・A種　・B種　・C種

標準仕様書 表18.8.2

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

　　　　     -

　鉄鋼面で錆止め塗装のままの場合の種別

　　見え掛り部分　　※A種　　・

　　見え隠れ部分　　※B種　　・

　

種別　塗装

(18.1.3)

標準仕様書 表18.8.4

錆止め塗料の種別

コンクリート面（DP 以外）、ＡＬＣパネル面

及び押出成形セメント板面（DP 以外）

コンクリート面（DP）の場合

押出成形セメント板面（DP）

せっこうボード面及びその他ボード面

　B種

　A種

※B種　・A種

DP

DP

DP

DP

※A種　・B種

塗料の種類等

　クリヤラッカー塗り（CL）

　　　・塗料の種類（　　　　）　

　耐候性塗料塗り（DP）

　ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

　　種別がA種の場合、標準仕様書 表18.5.1 の工程２

　　標準仕様書 表8.10.1 の工程１の着色　　・適用する

(表18.5.1)

(表18.7.2)

(表18.10.1)

　　　　　　　　　　　　　　亜鉛めっき鋼面　（　　）級

　　上塗り塗料の等級　　　　鉄鋼面　　　　　（　　）級

・ 接着剤のホルムアルデヒド放散量

　

接着剤の主成分による区分

　　ビニル床シート及びビニル床タイル用

　　　・図示による　　・　

　　ゴム床タイル用

　　　・図示による　　・　

　

下地の施工

　　　・図示による　　・　　

　

材料

接合部の処理　　※熱溶接工法　　・

　

材料

・ ビニル床シート Ｇ

(19.2.2)(表19.2.1)

(19.2.2)(表19.2.2)

(19.2.3)

(19.2.3)

(19.2.2)

(19.2.2)

種類の記号 色柄 厚さ（mm） 備考

※FS（複層ビニル床シート）

・
※2.0

・

・

・ ビニル床タイル Ｇ

　※F☆☆☆☆　　・　

接着剤等

　施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合

寸法（mm） 厚さ（mm）種類の記号 備考色柄

※KT（コンポジションビニル床タイル）

・TT（単層ビニル床タイル）

・FT（複層ビニル床タイル）

・FOA（置敷きビニル床タイル）

・FOB（薄型置敷きビニル床タイル）

・

・300×300

・450×450

・500×500
・

※2.0・無地

　

　

　　※色柄は模様のない無地のもの　

　　・　

　下敷き材　

　　※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種1号　呼び厚さ 8mm　

　　・　

　見切り、押え金物　

　織じゅうたんの接合方法　

　

　

　

　　※ヒートボンド工法　　・　

　下敷き材（グリッパー工法の場合）　

　　※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種1号　呼び厚さ 8mm　

　　・　

　　・適用する（材質、形状等　※図示による　　・　　　　　）　

　　・適用しない　

　

・タフテッドカーペット　

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・

・グリッパー工法

・全面接着工法

パイル長

（mm）

・

パイルの形状 工法

・適用する

・適用しない

帯電性 備考

・

・

・

　見切り、押え金物　

　　・適用する（材質、形状等　※図示による　　・　　　　　）　

　　・適用しない　

織じゅうたん　

織り方

・ウィルトンカーペット

・アキスミンスターカーペット　

・カットパイル

・ループパイル

・カット・ループ併用

備考帯電性

・適用する

・適用しない

パイル形状

・ カーペット敷き Ｇ

(19.3.3)

(表19.3.1)

(19.3.2)(表19.3.1)

　　　種別　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　

・ダブルフェースカーペット

材料・ 特殊機能床

　

　

材質の種類　・軟質　　・硬質　

厚さ　　※1.5mm以上　　・　

種類　　・単層品　　・積層品　

色柄　　（　　　　　　　　　　　　）　

寸法　　（　　　　　　　　　　　mm）　　

厚さ　　・3.0mm　　・4.5mm　　・6.0mm　　・9.0mm　

・

・ ゴム床タイル

ビニル幅木

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

性能

ー

ー

ー

ー

厚さ：

寸法：　　　厚さ：

形状：

厚さ：

厚さ：

寸法：　　　厚さ：

種類シート種別 寸法、厚さ、形状（mm）

・視覚障害者用床タイル

　色柄、パイル糸の種類等　
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　　　※標準仕様書 16.7.2(2)(ｲ)(a)による　　・

　　　※標準仕様書 表16.7.6 による　　　・　

　　　　　　　　　　・生地縁（ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ塗装）　

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)

(16.7.2)(表6.7.3)(16.7.3)

(表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)

　※標準仕様書 表16.8.3 による　　・　　　

　※標準仕様書 表16.8.4 による　　・　　　

　※標準仕様書 表16.8.5 による　　・　　　

　開閉方式の種類（標準仕様書 表16.11.1）　

　　めっきの付着量　　※Z12 又は F12　　・　　

　　※SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　　・　　

　　　　めっき付着量　※Z06 又は F06　　・　

　　　　めっき付着量　※AZ90　　　　　　・　　

(16.14.2)(16.14.3)(図16.14.1)

　　材質　※ステンレス鋼（SUS304）　　・　　

　1 章「法令等の適用区分」による風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(18.3.2）(18.3.3)（表18.3.1～表18.3.4）

(18.2.2～18.2.7)（表18.2.1～表18.2.7）

(18.4.1～18.12.2)（表18.4.1～表18.12.1）

　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)から(ｳ)以外の下地の工法

(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

高さ　　※60mm　　・70mm　　・100mm　
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種類

フローリングのホルムアルデヒド放散量　

　※F☆☆☆☆　　・　　

・ フローリング張り Ｇ (19.5.2)

(19.4.2)

種類

・

（弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗装材）

（エポキシ樹脂塗床材）

（エポキシ樹脂塗床材）

工法

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

※平滑仕上げ

仕上げの種類 施工箇所

単層フローリング　 (19.5.2～19.5.5)

工法 樹種

・

・釘留め工法

・釘留め工法

　（根太張り）

　（直張り）

・

・

・・接着工法

・接着工法

厚さ、幅及び長さ

※標準仕様書 表19.5.1 による

・

・

・

・

※標準仕様書 表19.5.3 による

※標準仕様書 表19.5.5 による

・フローリングボード１等

・B種　

・A種（畳表：・JS　・J1）　

・衝撃緩和型畳　

(19.5.2～19.5.5)

工法 樹種

・釘留め工法

・釘留め工法

　（根太張り）

　（直張り）

・

・

・・接着工法

厚さ、幅及び長さ

複合フローリング　

・複合フローリング

　（天然木化粧）　

※標準仕様書 表19.5.2 による

※標準仕様書 表19.5.4 による

※標準仕様書 表19.5.6 による

・A種　　・B種　　・C種

・A種　　・B種　　・C種

・A種　　・B種　　・C種

種類

種類

(19.6.2)(表19.6.1)

(19.5.5)

・ 合成樹脂塗床

・フローリングブロック１等

　

接着工法の場合の不陸緩衝材　

　・※合成樹脂発泡シート　　・　

種別　

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

・樹脂モルタル工法

合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量　

　

　

　

　

・タイルカーペット

・第二種

・第一種

・第一種

・第二種

・第二種

※ループパイル

・カットパイル

備考

※第一種

種類 パイル形状

・

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

寸法

（mm）
施工箇所

総厚さ

（mm）

・

※6.5

・

※6.5

・

　　見切り、押え金物　

　　・適用する（材質、形状等　※図示による　　・　　　　　）　

　　・適用しない　

　タイルカーペットの敷き方　

　　平場　　　※市松敷き　・模様流し　　・　

　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　　・　　

(19.3.2)(19.3.3)

※6.5

・カット、ループ併用

　

　

ＭＤＦのホルムアルデヒド放散量　

ボード表面への化粧張仕上げの有無　

　・有り（種類：　　　　　　　　　　）　　・　

天井のボードの重ね張りの張り付け方法　

（ロックウール吸音板を除く）　

せっこうボードの目地工法　

　種類　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

(19.7.3)

　　・継目処理工法　　・突付け工法　　・目透し工法　

　せっこうボードのエッジの種類（突付け工法、目透し工法の場合）　

　　・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ　

　※F☆☆☆☆　　・　　

ホルムアルデヒド放散量　

　壁紙　

　接着剤　

　　※F☆☆☆☆　　・　　　

　　※F☆☆☆☆　　・　　　

種類　

壁紙の種類

紙 繊維 無機質 その他
塩化プラス

・・・・・

備考
施工

・

・不燃

・準不燃

・難燃

・ ・ ・ ・ ・・

防火性能

チック ビニル

施工

　せっこうボード面及びけい酸カルシウム板面の素地ごしらえ

(19.7.3)

　　※B種　　・A種

(表18.2.7)

(19.8.2)

(19.8.2)・ 壁紙張り

箇所
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・グラスウール

・ロックウール

・ロックウール

・グラスウール

・ポリエステル繊維

・木質繊維

・ポリエステル繊維

・ビーズ法ポリスチレンフォーム

・押出法ポリスチレンフォーム

・硬質ウレタンフォーム

・ポリエチレンフォーム

・フェノールフォーム

・木質繊維

・吹込み用グラスウール

・吹込み用ロックウール

・吹込み用セルローズファイバー

・吹付け硬質ウレタンフォーム

　Ａ種１又はＡ種１H

　（難燃性を有するもの）

・

フェルト状断熱材

（圧縮包装したもの）

ボード状

断熱材

圧縮包装し

ないもの

包装による

区分無し

種類
又は密度

・

形状施工部位

・

施工部位 種類

　気密材

厚さ(mm)

厚さ(mm)

・JIS A 6930

・JIS A 6111 (透湿防水シート)

・JAS 0233（合板）

・JAS 0360（構造用パネル）

　防湿材

施工部位 種類

・

・

　断熱材  <20.2.2(1)> <表20.1.1>

　　ホルムアルデヒド放散量　

　　　※F☆☆☆☆　　・

　種類等

・ 断熱、防露工事 材料  <20.2.2>

・

窯業系サイディング工事 <20.3.2>

　材料

種類

働き長さ、幅、厚さ(mm)

表面模様

耐凍害性能

防火性能

(化粧サイディングD)

・現場塗装用サイディングS

・中実品　　・中空品

・表面よろい形状

・化粧サイディングD

・

・有り　　・無し

・

・60分準耐火構造　  ・45分準耐火構造

・防火構造　　　　　・準防火構造

耐火性能

　附属書Aによる発熱性2級以上

　　・通気胴縁

※杉　　・ 樹種

寸法(mm)

防腐処理

防腐処理対象部位

・

<20.3.2(1)>

(注）

（注） 耐火性能は、建築基準法に基づき国土交通大臣の認定を受けたものとする。

サイディング工事・

断熱材及び防湿層の施工

　断熱材の取付け等

<20.2.4>

　　・充填断熱工法

　　　　※木造標準仕様書20.2.4(4)(ｱ)(a)～(c)の取付け

　　　　・上記以外の取付け（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　

　　・外張断熱工法

　　　　※木造標準仕様書20.2.4(4)(ｲ)(a)～(c)の取付け

　　　　・上記以外の取付け（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　

　　・外張断熱材に防蟻性のある断熱材を用いる場合

　　　　・仕様　　　(　　　　　　　　　　　　　　　　)

　　　　・適用箇所　(　　　　　　　　　　　　　　　　)

<20.2.4(4)>

　　・防湿層の省略

　　　　適用箇所   (　　　　　　　　　　)

　　・断熱構造部分に設ける気密性の高い構造の点検口

　　　　適用箇所　・床下点検口　　・小屋裏点検口

　　・設備配管回りの施工

　　　　電気配線のコンセント及びスイッチボックスの回りの施工

　　　　　・木造標準仕様書20.2.4(5)(ｺ)(b)①による

　防湿層の施工

　　　　　・木造標準仕様書20.2.4(5)(ｺ)(b)②による

<20.2.4(5)>

<20.2.5>各部位の工法

　※木造標準仕様書20.2.5による

　・（　　　　　　　　　　)

　床の施工

　　床に防湿フィルムを張らない場合

　天井の断熱材の施工

　　・気密性及び断熱性の高い構造の天井点検口　・設ける　　・設けない

　気流止め

　　・気密材の材料 (　　　　　　　　　　)

　　・気密材の工法 (　　　　　　　　　　)

　気密措置

　　・気密措置の工法（　　　　　　　　　）

規格 種別

・JIS A 9521

・JIS A 9521

・JIS A 6901

・JIS A 6301

硬質ウレタンフォーム

フェノールフォーム

ロックウール化粧吸音板　厚さ9mm及び12mm

　　　・サイディングのしん材種別

張り方 ・縦張り工法　　・横張り工法

　複合金属サイディングの施工

※杉　・ 樹種

寸法(mm) ・

防腐処理 ・K3又はAQ2　　　・薬剤塗布　　　・

保存処理対象部位 ・図示による

　　　・通気胴縁

※杉　・ 樹種

寸法(mm) ・

防腐処理 ・K3又はAQ2　　　・薬剤塗布　　　・

保存処理対象部位 ・図示による

　　・通気胴縁

 <20.4.3>　　施工

　　　構法 <20.4.3(1)～(4)>

パネルの構法

パネルの取付

パネルの最小幅(mm)

・通気構法　　  ・直張り構法

・横張り工法　　・縦張り工法

※150　　　　　 ・150未満

・ ＡＬＣパネル

（薄形パネル）工事

パネル工事 <20.4.2>

<20.4.2(1)>　材料

樹種

　　・JIS A 5416 に基づく薄形パネル

一般パネル

コーナーパネル

・平パネル　　・意匠パネル

形状

寸法(mm) 厚さ、幅、長さ

・平パネル　　・意匠パネル

・

・

構造 所定荷重 備考
寸法 高さ 耐震 表面施工

箇所 (mm) (mm) 性能 仕上げ材

・帯電防止

・タイル

・

　床タイル

　カーペット

・支柱調

・置敷式

　整式
・500×500

・
・

・1.0G

・0.6G

　帯電防止性能　・U値（クラス1）　　・U値（クラス2）

　漏えい抵抗　　・R≧1.0×10 Ω 　　・6

　耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能の試験方法

　寸法精度

・ フリーアクセスフロア (20.2.2)材料等

構成基材の種類

スタッド パネル
パネル表面仕上げ構造形式による種類

遮音性能

(dB/500Hz)

・0

・12

・20

・28

・36

・スタッド式（内蔵）

・スタッド式（露出）

・スタッドパネル式

・パネル式
・壁紙張り

　又はアクリル樹脂焼付

・メラミン樹脂焼付

・ ・

　　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

　　・有り（寸法及び形状：・図示による　　・　　　　）

　　・無し

　パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

　パネル内に取付ける建具

材料等可動間仕切 (20.2.3)

移動間仕切

・

・

ハンガーレールの取付け下地

ハンガーレール

ランナー

パネルをランナーに取り付ける部品

あと施工アンカー

材料及び性能等

・プッシュ式

・ハンドル式

・

・焼付塗装

・壁紙張り

・

・36未満

・36以上

パネル表面材

材質 仕上げ

操作方法 圧接装置 遮音性

による種類 の操作方法 (dB/500Hz)

・鋼板

・

　※標準仕様書20.2.4(3)(ｳ)による　　・図示による

　※標準仕様書20.2.4(3)(ｴ)による　　・図示による

　※標準仕様書20.2.4(3)(ｵ)による　　・図示による

　※標準仕様書20.2.4(3)(ｶ)による　　・図示による

　・使用する

　・使用しない

・ トイレブース 材料等　　　　　　 　　　　

（20.2.4)

(20.2.5)

※製造所の仕様による

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

※幅木タイプ

・

・手動式

・電動式

・部分電動式

・メラミン樹脂系化粧板

・ポリエステル樹脂系化粧板

・

パネル表面材の材質 ドアエッジの材質脚部の種類

　パネル材料のホルムアルデヒド放散量

　　※Ｆ☆☆☆☆　　・

・ 手すり

仕上げ　　　　・

(20.2.6)

・厚膜型塗床材

・薄膜型塗床材

・厚膜型塗床材

・ 畳敷き

　

木質系セメント板 Ｇ

規格名称

繊維強化セメント板　

繊維板　

吸音材料　

せっこうボード製品　

種類

・硬質木毛セメント板

・中質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・けい酸カルシウム板

・ハードボード（素地）

・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ロックウール化粧吸音板

・グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K

・せっこうボード

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード

（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・不燃積層せっこうボード

・15　・20　・25　・

・15　・20　・25　・

・15　・20　・25　・

・12　・15　・18　・21　・

・30　・

ﾀｲﾌﾟ2（無石綿）　・6　・8

・無研磨板

（・スタンダード　・テンパード）

・研磨板

（・スタンダード　・テンパード）

・2.5　・3.5　・5　・7

・2.5　・3.5　・5　・7

・内装用　・外装用

A級

（・天井仕上　・内装仕上　・　　）

・9　・12　・15　・18

・25　・

・フラットタイプ

（・9（不燃）　・12（不燃）　・）

・凹凸タイプ

・25（ガラスクロス包）　・

（・9（不燃）　・12（不燃）　・）

・化粧有（トラバーチン模様）

・化粧無（下地張り用）

・12.5（不燃）　・15（不燃）・

模様（・柾目　・板目）

　専用下地材有り

・12.5（不燃）　・15（不燃）

・12.5（不燃）幅440mm程度

・9.5（準不燃）

厚さ（mm）等

・ハードボード（化粧）

・インシュレーションボード

(19.7.2)(表19.7.1)材料

他ボード及び合板張り

・12.5（不燃）　・

・ せっこうボード、その

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（木目）

・9.5　　・

・普通木片セメント板

・硬質木片セメント板

・D種（畳床：KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）　

・9.5（不燃）　・

<20.2.2(2)>

<20.2.2(3)>

・JIS Z 1702(包装用ポリエチレンフィルム)厚さ0.05mm以上

・JIS K 6781(農業用ポリエチレンフィルム)厚さ0.05mm以上

・JIS A 6901 (せっこうボード)

・JIS A 9521 （建築用断熱材）

・JIS A 9526 （建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム）

・乾燥木材(含水率20％以下)

・金属部材 （　　　　　　　　　　）

・コンクリート部材（　　　　　　　　　）

　防風材

施工部位

　断熱工事

　　・外気等に接する開口部の断熱構造

　　　施工部位（　　　　　　　　　　　）

<20.2.3>

施工部位 種類

・JIS A 6111に基づく透湿防水シート

・JAS 0233（合板）

・JAS 0360（構造用パネル）

・JIS A 5905（繊維版（ＭＤＦ））

・

<20.2.2(4)>

・ ・

・重ねしろ有り　　　・重ねしろ無し

・表面模様有り　　　・表面模様無し

・裏面の凹凸有り　　・裏面凹凸無し

・K3又はAQ2　　　・薬剤塗布　　　・　

・図示による

　複合金属サイディング工事

<20.3.3(1)>　　材料

種類

形状

・

・図示による　　・

・F-B　　・F-P　　・A-B　　・A-P　　・S-B　　・S-P

・200　　・300　　・400　　・500

・JIS A 1321による難燃性2級以上又は、付属書Aによる発熱性2級以上

有効幅(呼び寸法mm)

長さ、厚さ(mm)

防火性能

耐火性能
・60分準耐火構造　　・45分準耐火構造

・防火構造　　　　　・準防火構造

（注） 耐火性能は、建築基準法に基づき国土交通大臣の認定を受けたものとする。

(注）

・JIS G 3312

・JIS G 3318

・JIS G 3321

・JIS G 3322

・JIS K 6744

・JIS H 4001

・JIS G 3320

塗装溶融亜鉛めっき鋼板 厚さ0.27 mm以上

溶融55 %アルミニウム−亜鉛合金めっき鋼板　厚さ0.27mm以上

塗装溶融亜鉛−5 %アルミニウム合金めっき鋼板　厚さ0.27mm以上

塗装溶融55 %アルミニウム−亜鉛合金めっき鋼板　厚さ0.27mm以上

塗装ステンレス鋼板　厚さ0.25mm以上

アルミニウム合金塗装板　厚さ0.3mm以上

塩化ビニル鋼板　厚さ0.27mm以上

規格 種別

<20.3.3>

　　　・サイディングの表面材種別

　施工 <20.3.2(3)>

張り方

建具上部の雨水排出路

・縦張り工法　　　・横張り工法

・設ける(位置は図示による)　　　・設けない

・

金具留め工法の補強方法

(Ｖoが42m/sを超える地域)

・

・

※幅10mm程度、深さ5mm以上

現場塗装

・図示による

・

・

下地処理

仕上げ

シーリング材の目地寸法

換気口部の防水措置

換気口、接続パイプ及びパイプ受け

・縦張り形　　・横張り形　　・縦横兼用形

<20.3.3(3)>

・3,000N

・5,000N

　　　種類：　　　　　材質：　　　　　寸法：　　　　　

　※標準仕様書 19.5.2(2)による　　・　　　

(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)

・C種（畳床：・PS-C20　・PS-C25　・PS-C30）　

　　畳表（JIS A 5902）　・C1　　・C2　
・JIS A 6930(住宅用プラスチック系防湿フィルム)

　　・JIS A 5422に基づくサイディング材

※JIS A 5422 表5-性能　耐凍結融解性による

・JIS A 1321による難燃性2級以上又は、

　　　・木造標準仕様書20.2.5(ｱ)(b)①による

　　　・木造標準仕様書20.2.5(ｱ)(b)②による

せっこうボード 、難燃2級品以上　厚さ9.5mm以上

　　※標準仕様書20.2.2(2)(ｲ)による　　・

　　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　　・

材料の種類　　・                     

※JIS A 6111 に基づく透湿防水シートＢ

・JIS A 5440 (火山性ガラス質複層板 (VSボード))

・JIS A 5905 (繊維板(シージングボード))

　　　・JIS A 6711に基づくサイディング材

※木造標準仕様書20.3.2(3)(ｳ)(c)による

※木造標準仕様書20.3.2(3)(ｳ)(c)④による

　(60分準耐火性能仕様の場合は幅10mm以下)
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公共建築木造工事特記仕様書（その11）

・ (20.2.7)材料等　　　　　 　　　　

・ステンレス製（SUS304）

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

・ひも型

・タイヤ型

・

・

※接着工法

・埋込み工法

形状 寸法（mm） 取付け工法材　種

・

階段滑り止め

黒板及び

ホワイトボード Ｇ

・黒板　　　　　 　　　　

・ホワイトボード　　　 　　　　

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(20.2.9)

　区分　　※焼付け　　・

　種類　　・鋼製黒板  ・ほうろう黒板

(20.2.10)

寸法　　・図示による　　・

厚さ　　※5mm　　　　　 ・

・

・ ・衝突防止表示　　　 　　　

　　形状、寸法（・30φ　　　　　　・　　　　　　）

　　材質　　　（・ステンレス製　　・　　　　　　）

・非常用進入口等の表示等　　　　 　

　※消防法に適合する市販品　　・

(20.2.11)

(20.2.11)

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、

取付け形式　　　 　　　

(20.2.11)

　・図示による　　・

仕上げ　　　　※研磨等の仕上げを行わない　　・

(20.2.12)・

表示

鏡

タラップ

材料等　　　　 　 (20.2.14)・ ブラインド

　・横形ブラインド

　　　種類　　※ギア式　　・コード式　　・操作棒式

　　　幅、高さ　　・図示による　　・

　  　スラットの幅　　※25mm　　　・

　　　材質　

　　　　スラット　　　　※アルミニウム合金製　　・

　　　　ヘッドボックス　※鋼製　　・

　　　　ボトムレール　　※鋼製　　・

　・縦形ブラインド

　　　幅、高さ　　・図示による　　・

　　　開閉方式　　・片開き　　・両開き

　　　操作方法　　

　　　　※2本操作コード方式　　・1本操作コード方式　　

　　　　・消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工クロススラット

　　　　・焼付け塗装仕上げのアルミスラット

　　　スラットの材質

　　　スラットの幅　　・　　mm

(20.2.15)材料等　　　　　 　　

　巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・ポリエステル

・
・

・図示

・

・図示

・

取付箇所幅、高さ操作方式品質材　種

　　※製造所の仕様による　　・

・ ロールスクリーン

カーテン 材料等　　　 　　

　暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

　　※300mm以上　　・

・つまみひだ

(・三つ山ひだ

・二つ山ひだ)

形式 備考
生地の種別、 取付

品質、特殊加工等 箇所

開閉操作

方式
ひだの種類

材料等　 　　

　　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

　　・ステンレス製

(20.2.16)(表20.2.1)

(20.2.16)

　レール及びブランケットの強さによる区分

　　※10-90　　・

　レールの材料による区分

　レールの仕上げ　　　　　※アルマイト　　・

　レールの形状　　　　　　※角形　　　　　・

　カーテン付属物　フック（ひるかん）

　　※鋼製　　・樹脂製

(20.4.2)・ 材料等　　　　　　 　　　　　

・花こう岩

・凝灰岩

・A

・B

材料 材種 備考質量区分種類

－－

－

・間知石

・コンクリート間知ブロック

(20.4.3)工法　　　　 　　　　 

・

　積み方　　 　 　　　※谷積み　      　・布積み

　目塗り　　　　　　　・図示による　　  ・

　伸縮調整目地　材種　・図示による　　　・

　　　　　　　　厚さ　・図示による　　　・

溝幅×深さ

　・90×150mm　　※120×80mm　　・120×150mm　　・150×80mm

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　・図示による

　　　　　　種別（標準仕様書 表14.2.1）　・BC-1種　　・BC-2種

　　　　　　色合い

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　・標準色（　　　　）

　　　　　　　・特注色（　　　　）

・

・

・

・

カーテンレール

コンクリート

間知ブロック積み

間知石及び

ブラインド

カーテンボックス

ボックス及び

天井点検口・・ 材種 内枠外枠形式寸法（mm） 21

排
水
工
事 ・硬質ポリ塩化ビニル管

・硬質ポリ塩化ビニル管継手

・VP ・図示　・

・VU ・図示　・

・図示　・

・DV ・図示　・

・VU継手 ・図示　・

・RS－VU Ｇ

・

・

・

・

・

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　 

側塊の形状及び寸法　　・図示による　　・　　 

排水桝の種類　　　　　・図示による　　・　　 

砂地業に用いる材料　　　　　　　 

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料　　 

・現場打ちの場合の鉄筋　　　　　　　 

凍上抑制層に用いる材料　　・　　　　　　　 

(21.2.2)

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

 (21.2.1)

(21.2.1)

　※接着剤　　・ゴム輪

　　※普通コンクリート　　・

　　　　設計基準強度　※18N/mm２　　・

　  ※SD295　　・

・標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物 (21.2.2)

　・幅400mm、径22mmのステンレス製

　・径22mmの防錆処理を行った鋼製

　・径19mmの合成樹脂被覆加工を行ったもの

　・再生クラッシャラン Ｇ　　・切込砂利　　・切込砕石

種類　　　　　　　　　 (21.2.1)

鋳鉄製

マンホールふた

・簡易密閉形

(パッキン式)

・密閉形

(テーパ・パッキン式)

・中ふた付き密閉形

(テーパ・パッキン式)

・

左記以外の品質等は(公

社)空気調和衛生工学会

SHASE-S209による。

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・有り

・無し

・水封形

備考鍵適用荷重種類名称

材料等　　　　　　　　　 (21.2.1)

・鋼製

・ステ

鋳鉄製ふた

グレーチング

・

・受枠付き、

・

・受枠付き、

・

・

（　　）

・

（　　）

－

－

・凹凸形

・

・平形

・

・凹凸形

・

・平形

・

　ボルト固定

　ボルト固定

　ンレ

　ス製

・溝ふた

・溝ふた

・桝ふた用

・U字溝用

・溝ふた

・溝ふた

・桝ふた用

・U字溝用

・歩行用

・T－2用

・T－6用

・T－14用

・T－20用

・歩行用

・T－2用

・T－6用

・T－14用

・T－20用

・細目

※普通目

・細目

・

・

　（横断用）

　（側溝用）

　（横断用）

　（側溝用）

上面形状適用荷重用途形式材質
亜鉛めっきメインバ

ーピッチ (付着量)

材料                   (21.3.1)(表21.3.1)

・街きょ、縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・

街きょ、縁石、側溝

・

・

・図示による　　・

・図示による　　・

・図示による　　・

・図示による　　・

・

形状、寸法種類

砂地業の材料       

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料           

砂利地業の厚さ　　※100mm　　・図示による       

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.2)

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.1)

　・再生クラッシャラン Ｇ　　・切込砂利　　・切込砕石

　・現場打ちの場合のコンクリート     

　　　※普通コンクリート　　・  

　・現場打ちの場合の鉄筋

　　　※SD295　　・          

　・砂を用いる場合の粒度試験　　・行う　　・行わない       

(21.2.1)埋戻し土・

材種 種類・記号 形状 呼び径

屋外雨水排水 排水管用材料           (21.2.1)(表21.2.1)

・遠心力鉄筋コンクリート管  

備考

外圧管（1種） ・図示　・・Ｂ形管

・

・

　　　　　設計基準強度　※18N/mm　　　・2

路床の材料                

・盛土

・凍上抑制層
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路床・

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

標準仕様書 表3.2.1により ・図示による

・

・図示による

・

※再生クラッシャラン Ｇ　　・クラッシャラン

・切込み砂利　　・砂

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ

　・図示による　　・

種別 材料 厚さ(mm)

路床安定処理　・適用する　　・適用しない  

　　安定処理の方法　　・置き換え工法　　・安定処理工法　　　　　

(22.2.4)

(22.2.2)(22.2.3)

　　添加材料 (表22.2.1)

　　　種類　　・普通ポルトランドセメント

　　　　　　　・生石灰（・特号　　・1号 ）

　　　　　　　・高炉セメントＢ種 Ｇ

　　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ

　　　　　　　・消石灰（・特号　　・1号 ）

添加量を定めるために用いるＣＢＲ（　　　　） 

試験          

　　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　　・行わない

　　路床締固め度の試験（現場密度）　・行う　　・行わない

　　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う　　・行わない　

(22.2.5)

路盤の厚さ 

・図示による　　・

路盤材料           

・ 路盤 (22.3.2)

　※再生クラッシャラン Ｇ

　・粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

　※再生粒度調整砕石 Ｇ　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ

　・クラッシャラン　 　　　・粒度調整砕石 Ｇ

アスファルト舗装・ (22.4.2)

(22.1.3) (22.4.3)

　・図示による　　・

　アスファルト　

　　・ストレートアスファルト

　　※再生アスファルト Ｇ（・60～80　　・80～100）

加熱アスファルト混合物の種類       (22.4.4)(表22.4.5)

・密粒度アスファルト混合物(13）

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

・一般地域

・寒冷地域

表 層

種類地域区分

試験　　　　　 

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

(22.4.6)

(22.4.2)

  ※通行の支障となる水たまりを生じない程度

　・

コンクリート塗装・ (22.5.2)

コンクリート舗装 歩行者用通路

車路及び駐車場

※70　 ・図示　

・図示 ・

・図示　・

・図示　・

厚さ　(mm)構成部位舗装の種類

材料           

　コンクリート　

(22.5.3)

(22.5.4)

(22.5.2)

　早強ポルトランドセメント　　・使用する　　・使用しない

　注入目地材料　　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

施工

　　種類、間隔、構造

舗装の平たん性              

　　※普通コンクリート、標準仕様書 表22.5.1による　 

　　・図示による

　目地                    

　　　※標準仕様書 表22.5.3及び図22.5.1による　　

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度            

　・

・加熱系カラー舗装         

　　 　・着色骨材（　　　　）

　   　・自然石（　　　　）

カラー塗装・

(22.6.6)

　　構成、厚さ　　・図示による　　・

　　表層に用いる加熱系混合物の結合材

　　　・アスファルト混合物

　　　・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　　　％）

・常温系カラー舗装         

舗装の平たん性          

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度          

 (22.6.6)

　　工法　　・ニート工法　　・塗布工法

　　着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

　　ニート工法及び塗布工法の配合等　　・

　・

舗装の構成　　・図示による　　・       

材料              

舗装の平たん性           

塗装

透水性アスファルト・  (22.7.2)

(22.1.3)(22.7.3)

(22.7.6) 

(22.7.2)

　　・ストレートアスファルト

試験                  

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　

　アスファルト

　　※再生アスファルト Ｇ（・60～80　　・80～100）

　　・行う　　・行わない

(20.2.9)

・箱ひだ、片ひだ

・プレーンひだ

・ ・ ・ ・ ・ ・

・シングル

・ダブル

・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・電動
・

・図示
・

・

・

・450×450

・600×600

・

・アルミニウム製

・

床点検口

・アルミニウム製

・ステンレス製

・鋼製

・鍵付き・屋内外用

・屋内用

・一般形

・密閉形

・

・450×450

・600×600

・

材種 備考形式寸法（mm）・

ジョイント金物

エキスパンション・

・アルミニウム製

・ステンレス製

・50　　　・100

・150　　 ・

・有り（　　　　　）

・無し

材種 備考耐火性能クリアランス

くつふきマット・

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304）製

・

・ステンレス鋼（SUS04）

・硬質アルミニウム合金

・

備考受け枠材種

流し台ユニット

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り

形状　　　　・図示による　　・

備考
寸法（mm）

材種
Ｗ Ｄ Ｈ

・1,200

・1,500

・1,800

・600

・1,200

・900

・1,200

・900

・600

・550

・600

・650

・550

・600

・650

・450

・800

・850

・620

・670

・500

・700

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

市販品

市販品

ステンレス製

・1段式　・

－ －

旗竿

・

・

・

　合金製 ・同一断面型 ・ロープ式 ・ベース式

・バンド式

・アルミニウム ・テーパー型 ・ハンドル式 ・埋込み式

備考固定方法操作方法高さ(m)形式材質

旗竿受金物・ 材種　　・ステンレス製（SUS304）　　・

車止め支柱・ 高さ（mm）柱径・肉厚（mm）材種形式

・標準品

・スプリング式

・ステンレス製

・・

・

・・

・上下式鎖内蔵型

・

・・

フェンス フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　　　　　　・鋼管フェンス

　　　　　　　　　・アルミフェンス

高さ　　　　　　　・図示による　　・

鋼製書架及び物品棚

・

・

・鋼製書架

・鋼製物品棚

・1種　・2種　・3種

・4種　・5種　・6種　・
JIS S 1039による

種類 規格等 積載質量による種類

枠の材質　　　・アルミニウム製　　　　・

表面の材質　　・塩ビ発泡シート張り　　・

屋内掲示板・

材種　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

　　　　　・人工大理石

奥行き　　・約450 mm　　・約600 mm

洗面カウンター・

・固定式

・線入り磨き板ガラス ・ ・
アルミ製枠付き

備考高さ（mm）厚さ（mm）材質

・可動式

（注）降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

・垂直降下式 ガイドレール

表面仕上げ

　・ 

（不燃認定品） ・800

・800

・

　（巻取り型）

備考高さ（mm）材質種類

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

防煙垂れ壁

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

　・Ｆ☆☆☆☆　　・

　　　・花こう石類（文字記号等入り）

収納家具

屋外掲示板

敷地境界石標

・

・

・

・

材質形状　　・寸法　　・図示による　　・

品質・性能　・図示による　　・

（注）外部は止水型とする

・網入り磨き板ガラス ・6.8 ・500

・不燃布 ・500

・500

　・天井材張り

照明器具　　・有り　　・無し

施錠　　　　・有り　　・無し

種類　・コンクリートブロック製（市販品）

　砂を用いる場合の粒度試験　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　

　・固定式（壁埋込み型）

・額縁タイプ

・目地タイプ

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ
・一般形

・ ・ ・ ・

取付箇所　（　　　　　　　　　　　　）        

材料の種類　　※ステンレス製　　・        

基床の厚さ及び種類　　・図示による　　・     

・現場打ちの場合のコンクリート材料　          

　　　　スランプ　　　※15cm又は18cm　　・

凍上抑制層に用いる材料　　・           

　　　　　スランプ　　　※15cm又は18cm　　・

※B種（標準仕様書 表3.2.1）　　・     

(22.1.3)(22.2.2)(22.2.3)

(22.1.3)(22.3.3)(表22.3.1)

アスファルト舗装の構成及び厚さ            

材料                       

舗装の平たん性                 

コンクリート舗装の厚さ                 

　　　・図示による　                    

　 　加熱系混合物に添加する材料          

アスファルト混合物の抽出試験                                    

  　・行う　　・行わない                

(22.6.2～22.6.4)(表22.6.1)

(22.6.2～22.6.4)(表22.6.1)

　※著しい不陸がないもの　　・             
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種類

ブロック系塗装・ (22.8.2)(22.8.3)

寸法（mm） 厚さ（mm） 目地材

・普通平板（N）

・透水性平板(P)

・保水性平板(M)

・300角

・

※60

・

・砂

・モルタル

(22.8.2)

(22.8.2)

(22.8.4)

　　・

　クッション材　　・砂　　・空練モルタル        

　仕上がり面の平たん性          

　　※コンクリート平板間の段差3mm以内

　　・図示による　　・

(22.8.2)(22.8.3)

(22.8.2)

(22.8.4)

歩行者

用通路

※80

・

※60

・

※5.0　

・

※3.0

・

・図示

・図示

・標準品

・

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック(P)

・保水性ブロック(M)

部位種類
色彩、表曲げ強度厚さ形状、

寸法 （mm） 面加工等

仕上がり面の平たん性             

(Ｎ/mm ）2

車路

　・

　・図示による　　・

(22.8.2)(22.8.3)

・

・アスファルト混合物

・コンクリート版

　(※70　・　　　)

　(※50　・　　　)

・図示

・

・図示

・

・80

・

・小舗石（花崗岩）

基層(mm)割付け厚さ（mm）形状、寸法種類

(22.8.2)

(22.8.2)

(22.8.4)

　　・

　　・図示による　　・

　仕上がり面の平たん性          

　　※舗石間の段差3mm以内

　舗石の割付け　　　　　　 

種別　　　　　　　　　　 砂利敷き・ (22.9.2)(表22.9.1)

　通路　　　　　　　　※Ａ種　　・図示による　　　　

　建築物周囲その他    ※Ｂ種　　・図示による　　　

　（　　　　　　）　　・
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(23.1.3)

(23.1.3)

土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験    

電気伝導度（EC）の試験　　　　　 

　・行う　　・行わない

　・行う　　・行わない

整備内容　　　　　 

(23.2.2)植栽基盤の排水設備　　　　　　　 

（暗きょ、開きょ、排水層縦穴排水等）

植栽地の確認等

植栽基盤の整備

・

・

樹高12ｍ以上

（※100　・120　・150）

樹高7ｍ以上～12ｍ未満

（※80 　・100）

樹高3ｍ以上～7ｍ未満

（※60　 ・80）

樹高3ｍ未満

（※50　 ・60）

・植栽部分

・図示による

・

※芝、地被類
※Ｂ種

・

※20

・

・適用する

・適用しない

※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・葉張り部分

・植栽部分

・図示による

・

・樹木
・適用する

・適用しない

土壌改良材整備範囲(面積)有効土層の厚さ（cm）工法植栽

　・設ける（・図示による　　・　　　　　）　

　・設けない

(23.2.3)・現場発生土の良質土　　・客土　　　　　 植込み用土・

(23.2.3)(23.2.4)種類、指定量　　　　　　 土壌改良材・

　・バーク堆肥 Ｇ

　　　指定量　植栽基盤面積1m2当たり（・　　L　　・　　）

　　　指定量　植栽基盤面積1m2当たり（・　　L　　・　　）

　　　施工箇所　　・植栽範囲　　・図示による

　　　施工箇所　　・植栽範囲　　・図示による

　・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト） Ｇ

(23.3.2)樹種、寸法、株立数　  ・図示による　　・　　　　 

刈込みものの適用  　　・適用する（数量：　　　　）

樹木・

　　　　　　　　　  　・適用しない

(23.3.2)

(23.3.3)

支柱材の種類       

防腐処理方法　

形式

　・布掛け形    ・ワイヤ掛け形　　・地下埋設形　

支柱・

　※加圧式防腐処理丸太材　　・

(23.3.2)

(23.4.2)

(23.4.3)

材料　　※幹巻き用テープ　　・わら　　・こも      

　※コウライシバ　　・ノシバ

　平地　※目地張り　　・べた張り

幹巻き用材料・

・ 芝

　法面　・目地張り　　※べた張り

(23.4.2)種類等　　　　　　　 吹付けは種・

※洋芝類

・

備考種子の量（g/㎡)種子の種類

(23.4.2)種類等　　　　　　　　 地被類・

・

・

・

・

・

・

・

・

単位面積当たりの株数径芽立数植物の種類

(23.3.4)(23.4.7)

(23.3.6)

新植樹木の枯補償の期間 　　　　　 

移植樹木の枯損処置を行う期間　　　　　　 

新植、移植樹木、・

芝等の枯保証 (芝張り、吹付けは種及び地被類を含む)

公共建築木造工事特記仕様書（その12）

・コンクリート平板舗装 Ｇ               

　コンクリート平板の割付け            

・インターロッキングブロック舗装 Ｇ       

インターロッキングブロックの割付け       

　※インターロッキングブロック間の段差3mm以内

・舗石舗装                   

　クッション材　　・砂　　・空練モルタル    

(23.2.2)(表23.2.1)(表23.2.2)

  ・添え柱形　　・鳥居形　　・八ツ掛け形       

　※丸太（間伐材） Ｇ　　   ・真竹　　・　　

種類                      

芝張りの工法                    

　※引渡しの日から１年　　 ・　　　      ・無し

　※引渡しの日から１年　　 ・　　　      ・無し


